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Summary
　The bryophyte flora was investigated on Mt. Kaiigamori with the highest peak ,0f 1400m
a.s.l., which is situated at Long. 133°45‘ Ｅ and Lat. 33°45j N， in°Shikoku Island.･　The
area investigated is under the vegetation of warm-temperate to cool-temperate forests,
but most of the natural vegetation around and below the mid-slope of the mountain is
destroyed by human activities and changed into ａ plantation area ｏｉＣりｐtｏｍｅｒｉａｉａｐｏｎｉｃａ･
０ｒＣｈａｍａｅｃｙｐａｒiｓｏｂtｕｓａ，０ｒａ cultivation area. I
　The bryophytes recorded‘here include 244 species, six subspecies and 14 varieties of
mosses, 156 species, four subspecies and three varieties of liverworts, and one species and
one subspecies of hornworts. Among them,･two species are newly recorded from Shikoku
Island as well as from southwestern Japan. They are Aulacomnium palustre and Ｃｅｐｈａ-
loｚiella b＾fｓｓａｃｅａ.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に
　四国地方の蘇苔類相が隣接する本州や九州のそれらとどのような関連をもち，またいかなる特異
性を有しているか，更に，四国内において蘇苔類の各種がどのような分布型をとって生育している
かについて，地形や地質，気象条件との関連を考慮しつつ，現在，四国の蘇苔類相の調査を続けてい
る．これらについて考察を加えるには末だ調査不充分であり，基礎資料の蓄積が待たれている．こ
れまでにInoue (1963),井上(1976)が四国地方の蛇紋岩地に生育する苔類とそのフロラの特
異性について報告を行った．また石灰岩地を含む山域を対象に徳島県の剣山の苔類相について北川
(1962 a)が，菌類相についてDeguchi (1982)が，また，高知県の工石山の蘇類相について出
口・岸(1981)が調査・報告を行っている．この他，四国の蘇苔類相の断片的な報告があるが限ら
れたものである／こうした状況のもとで，今回，石灰岩地を含まない山域の蘇苔類相を明らかにす
る目的で，梶ヶ森を選んで調査を行った．
地理的位置・地形・地質・気候
梶ヶ森（海抜1400 m， 高知県長岡郡大豊町）は高知市の北東約30 km （北緯35°45',東経133°45')
* Contributions to the moss flora of the Shikoku district（7）
本研究の一部は昭和58 ・59年度文部省特定研究経費（高知大学）によってなされた．
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に位置し，県立自然公園として親しまれている．主な登山道としで太田口道，豊永道がよく知られ
ている他，豊永から山頂の無線中継所に通じる林道が敷設されている．本山は，その西方約4 km
に位置する杖立山とともに一つの山体をなし，両山を連ねる尾根と平行に，その山麓を吉野川が，
そして，東麓に南小川と南大王川が，西麓に穴内川が流れている．梶ヶ森は更に南へ尾根がのびて
鉢ヶ森や茂の森に連なっている（図１）．
　　　　　　　　　　　　　　　　図１．調査地およびその周辺，
　梶ケ森の地質は，本山と杖立山を結ぶ尾根に平行して，北斜面の海抜約400－1000 m の地域に
御荷鉾緑色岩類からなる御荷鉾帯が拡がり，その北は結晶片岩からなる三波川帯に，そして御荷鉾
帯以南は砂岩，頁岩を主とした秩父帯となっている．梶ケ森の頂上付近ではチャートが各所に露出
し，時に大きな岩壁をなし，周辺の植生と共に特徴的な景観を呈している．
　梶ケ森における気象については，高知市の年平均気温（理科年表1985)と気温低域率0.51 (関口
1949)を用いて推定すると北麓の太田口で15.2℃，山頂で9.2℃となる．年降水量は梶ケ森西
山麓の大杉での2771 mm (1977―1981年の平均，大杉山間試験場調べ）を参考までに挙げておく．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研　究　史
梶ヶ森における蘇苔類の研究はHorikawa (1934)が苔類の“Herber£ａ remo£iusculiかZ必＊”
　＊井上(1973) It:よると，本種の正基準標本はＨｅｒbeｒtｕｓｓahｕｒaiの雄植物で，少量のＨ，iｒabｒｉｃａtｕｓ
を混生するという. Horikawa (1934)によって引用された従基準標本には.今日理解されている｀Ｈ，ｓaliｕｒaii
とH. aduncusに該当するものが混同されているようで，吉永によって採集された梶ヶ森産の標本がどちらの
種に属するかは明らかにされていない．多分，Ｈ.　ｓａｆｅｕｒaiiであろう．
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を新種記載した時にはじまるようである．その時の従基準標本の一つとして，吉永寅馬によって採
集された梶ケ森の標本(Mt. Kajigamineとして）が引用されている．蘇類ではIwamasa　(1940)
がタカネメリンスゴケＮｅｃｈｅｒａ ｋｏ几ｏｉBroth. の日本での分布を報告するときに，上村登の標
本を引用したのが最初である．この後，多くの研究者にようて本山の標本がしばしば引用されてい
る．それらの文献および発表された学名を整理すると，これまでに菌類26種，苔類74種が数えられ
る（菌類関係:Noguchi 1947, 1950, 1953; Horikawa 1952a; 堀川1953a, 1953b; Horikawa
1955 ;　Ando 1956, 1957, 1958 ;　Takaki　1956 ；　Iwatsuki　1959 ；　Osada　1965 ；　Kanda　1975.
苔類関係:Horikawa 1951a, 1951b, 1952b; Kamimura 1952, 1961; Amakawa & Hattori 1954;
Ando 1955; Hara 1956a, 1956b, 1957, 1959, 1965; Mizutani & Hattori 1957; Inoue　1958a,
1958b).これらの中で梶ケ森の標本が基準標本となっているものに，苔類ではＢａｚｚａｎｉａ
flavovirens var. dentata Kam. （＝£ophozia incisa (Schrad.) Dum.), B.hattｏｒｉａｎａ Kam.
（＝召．£司０硲£a (L.) Gray), Nφiponolejeunea pぷμΓａ forma integrifolia Kam. （＝Ｎ。
ρぷμΓa (Steph.) Hatt.), Frullania undula£a Kam., Nardia emaΓgiｕ£ａ Hara, Porella
£enera Hara が挙げられる．蘇類ではそのようなものは見当らないが，因に，トサカハオカムラゴケ
Ｏｆｅａｎxｕｒａｅａｃｒiｓtａtａ（＝Ｏ.　ｈａｆｅｏｎｉｅ几ｓiｓ(Mitt.)Broth.)がBrotherus (1906)によって記
載された時（この時，オカムラゴケ属Okamuraeaが設立された），梶ケ森の西に隣接する杖立山の
杖立峠で岡村周諦が採集した標本が正基準標本となっている．
蘇苔類植生の概観
　１．山麓地域（海抜200－600 m）
　この地域には人家が散在し，その周辺には広範囲にわたって水田や畑が拡がっている．雑木林が
所々に見られるが，自然林はほとんど残されていない．こうした人の生活の影響を強く受けている
場所であっても茸苔類相は案外豊かである．田畑のあぜの草本類の茂みにかくれて，西南日本の低
山地でごく普通のタマゴケ励ｒ£ramia pomiformis var.　elonga£ａ，ナメリチョウチンゴケ
Mnium laevinerびｅ，コバノチョウチンゴケ　Ｔｒａｃｈｙｃｙｓtiｓ　ｍｉｃｒｏｐりlla,アソシノブゴケ
Ｔｈｕidiｕｍ.ｋ几ｅｄａｅ．ハイゴケ双ypnum plumaeformeが旺盛に生育している．．冬から春にかけて
干上がった水田にはアゼゴケＰｆｉ＾'ｓｃｏｒaitｒiｕｍｓｐｈａｅｒicｕｍやカンハタケコふケj?iccia nφiponica
が見つかる．しかし，それらは量的に多くない．また，初夏には，水をためた水田にイヂョウウキ
ゴケ拓cciocarpus na£USがウキクサに混って姿を現わす．畑の地上には，ノミハニワゴケ
召りlohaplocladium a昭££Ｓ£ifolium,コゴケWeissia crispa,ツチノウエノタマゴケＡｓtｏｍｕｍ
crispum .が多い．人家周辺の日当りのよい石垣上にはシロヒジキゴケ刄?面がａ?旨虹ラセ
ンゴケＨｅｒｐｅtｉｎｅｕｒｏｎ　tｏｃｃｏａｅ，ケギボウシゴケGrimmiapiliferaが，そして日陰になる石
垣上にはホソオカムラゴケＯｈａｍｕｒａｅａ　ｂｒａｃｈｙｄｉｃtｙｏｎやリボンゴ゛ケ　Neckeropsis nitidula,
アカヤスデゴケFrullan臨血vurica,ニスビキカヤゴケPorellaび･ernicosa,フルノコゴケ
Trocholejeunea Ｓｎｄりicensisが普通叱見られる．そして，特に水気の多い場所ではフタバネゼニゴ
ケＭａｒｃｈａａtia　ｐａｌｅａｃｅａvar. ｄφ£era,ジンガサゴケRebouliaんemisphaerica,オオウロコゴ
ケモドキ裁心roscyphus bescherelleiが生育している．石垣の間のやや湿った土上にチャボマッ
バウ゜゜ゴケ召lepharos£oma minusや･トサホラゴケモドキCalypo即血£osanaも見つかる．
道路沿いのコンクリート壁にはハマキゴケフフｙ叩hila proμigulifeΓα，チュウゴクネジクチゴケ
Didymodon consひictus,ネジクチゴケ孜Z幼心a unguiculata,ギンゴケＢりｕｍ ａｒｇｅ几tｅｕｍ,ハリ
ガネゴケＲ　ｃａｐｉｌｌａｒｅ，ノミハニワゴケＳりfohaploclaぶum a昭．瓦かHum,ヒロツヤゴケ
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&£odon challe昭友，ホソミツヤゴケＥ. ｓｕlliｕａｎtiivar.叩心color.アラハヒツジゴケ
昂ａｃ勾£んecium bucha回心がよく目につく．道路沿いのめ匂面の岩の多い土上には，コスギゴケ
Ｐｏｇｏｎａtｉ↓ｍ伍μｅｘｕｍ，ケヘチマゴ｀ケ　Pohliaμｅｘｕｏｓａ.ススキゴケ　Ｄｉｃｒａ几ella
fietｅｒｏｎａａｌｌａ,
アカイチイゴケIｓｏｐtｅりgiｕｍ ｐｏＷｉａｅｃａｒｐｕｍ,ムラサキヒシヤクゴケＳｃａｐａａｉａ ｓtｅｐｈａｎｉｉ,オ
オホオキゴケＪｕｎｇｅｒｍａ几ｎ.ia in/ｕｓｃａが多い．よく湿った日陰の場所には葉状苔類のマキノゴケ
Ｍ心血・a crispata,ホソバミズゼニゴケ烏Ilia endiviifoliaが生育している．
　この山麓地域にはいくつかの神社や寺があり，そこではスギの大木やカシ類の古木が残され，そ
の樹幹にはよくトガリイタチゴケLeucodon nφｐｏ㎡む同，スズゴケForsstroemia£richomi£ｒ必，
ゴイヒモゴケMeteorium bucha几anii subsp.helmi几tｈｏｃｌａｄｕlｕｍ.ヒメミノゴケMacro mi£ｒ沁瓜
gymnostomum,オカムラゴケOkamuraea九面oniensis,キノウエノホソゴケＳｃ Kiｕｅtｓｃh.ｈ.ｅｏ　ｐｓiｓ
μibｒｏ几tａ，コバノイトゴケ召aplohymenium
ps四面函ｓ£ｅ，リボンゴケＮｅｃｆｅｅｒｏｐｓiｓ nitidｕla,
ヤスデゴケ類Ｆｒｕllaaia spp.,ケビラゴケ類Ｒ£ｉｄｕla spp.,クサリ･コフゲ類Ｌｅｉｅｕａｅａ spp. が，
そして樹幹基部にはラセンゴケＨｅｒｐｅtiｒieｕｒｏｎ,　tｏｃｃｏａｅ,アソシノブゴケThuidium kanedae,
トサカホウオウゴケFiｓｓｉｄｅｎｓ ｃｒiｓtａtｕｓ，ギンゴケＢｒｙｕｍ　ａｒｇｅｎtｅｕｍなどが生育している．こ
の他，落葉広葉樹の幹にはナガハシゴケSema£叩勾llum subhumile subsp・ｌａｐｏｎｉｃｕｍ,やサヤゴケ
Glｖｐｈｏmitｒiｕｍ ｈｕmilltｍｕｍが見うかるが，これらは梶ケ森では予想外に少ない，
　２．中腹の植林地域(60(ト900 m)
　中腹域はスギとヒノ牛の植林地が広い面積を占め，所々に落涵広葉樹を主とした二次林が見られる．
植林地内は季節を通じて暗く，蘇苔類相はかなり単調である．スギやにノキの樹幹上にはカガミゴケ
＆ｏ£herella henoniiやヒメトカサゴゲ£ophocolea
minor,ヒニメミノリゴケＡｃｈｒｏｌｅｊｅｕｎｅａ
ｐｕｓillaが薄いマットを形成している他，植林地をぬける登山道沿いの林縁の腐植土上にはホッバ
オキナゴケＬｅｕｃｏｂｒ-ｙｕｍ 　ａｅｉｌｅｈｅｒｒｅｎｓｅ,シッポゴケ£Ucranumμ■ponicum,ヤマトフデゴケ
Ｃａｍｐｙlopi↓ｓｊａｐｏｎｉｃ　ｕｓ,チャボマツバウロコゴケ召lepharos£oma minus,トサホラゴケモドキ
Ｃ（ｌりｐｏｇｅｕｘtｏｓａｎａ，オオホウキゴケＪｕｎｇｅｒｍａａｎｉａ　iｒφＬtｓｃａが普通である．林内の転石上には
ハイゴ｀ケＨｙｐ几ｕｎx plｕｍａｅ/ｏｒｍｅ,ヒメ゜クサゴケIｓｏtKeciｕｍ ｓｕbdiｕｅｒｓlfoｒｍｅ,ハネヒツジ
ゴケ昂ａ暁y£hecium plumosum,クジャクゴケＨ;ｙｐｏｐtｅｒｙgiｕｒＲ ｆａｕｒiei，トサカホウオウゴケ
Fiｓｓｉｄｅｎｓｃｒiｓtａtｕｓ,コハネゴケＰｌａがochilaμiponica,マノ.レバハネゴケフ)．ｏリalifolに，
ヒメケビラゴ｀ケ尺adula･ oyamensis,コウヤケビラゴ｀ケ沢．んｏμ2naヤマトコミミゴ｀ケ　Ｌｅｉｅｕｎｃａ
ｊａｐｏｎvｃａが生育している．植林地内の暗い，よく湿った小渓流ｲ寸近の岩上や地上にはクモノズゴケ
烏Uavicinia subciliataやマキノゴケMaklnoa crispata,ジャゴケConocephalum conicu瓜，
ケゼニゴケDumor£iera hirsuta,ホソバミズゼニゴケＰｅｌｌｉａ ｅａｄｉｕiげolia,ウスバゼニゴケ
Ｂｌａｓｉａｐｕｓillaといった葉状の苔類が目立ち，その他ヒメウルシゴケJc＾ｕｌａ ｊａｐｏｎｉｃａもこの
ような場所でよく見つかる．　　　　　　　　　　　　　　，・
　３．龍王滝‐奥の院一真名井滝周辺（900－1200 m）
　梶ケ森北斜面の中腹上部にあたるこの地域にも所々にスギ・ヒノキの植林地がみられるが，ここ
での箭苔類相の特徴は谷沿いに発達した渓谷林内にみることができる．山頂近くから流れ出した小
渓流は真名井滝付近で紅葉谷の流れとなり，奥の院近くを経て，やがて佐賀山谷を流れるようになる．
海抜約900 mの龍王滝のかかる付近ではかなり深い谷を穿っている．龍王滝から奥の院に至る渓谷
林は主にヤマザクラ，リョウブ，トチ，クヌギ，カエデ類，ミッバツツジ，シデなどの落葉広葉樹が
主になっている．その林床には大小多数の転石があり，藤苔類の豊かな生育がみられる．この林床は
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夏期には生い茂る木々の葉により暗くなり，冬期には落葉のため明かるくなるという著しい季節変化
のみられる環境となっている．龍王滝の滝壷付近の湿岩上にはオオバチョウチシゴケPlaがomnium
ｕｅｓｉｃａtｕｍ.ツキナギゴケEurhync仙丿m hians,タニゴケ扮αｃ勿£hecium r･iびulare.ヒメシノブ
ゴケＴｈｕidiｕｍ ｃｙｍ-bi/oliｕｍ.，エソヤハズゴケ裁z££orian£加ｓ erimonus,ケゼニゴケ£')umor£iera
hiｒｓｕtａ，ジャゴケＣＯ几ocepfialum conicum,キブリツボミゴケＪｕｎｇ ｅｒ　ｍａｎａｉａｕiｒｇａtａ,フジウ
゜ニJゴケａ汲)ｓｃｙphｕｓ ｐｏｌｖａａthoｓ,オオウロコゴケＨｅtｅｒｏｓｃ-ｙｐｈｕｓ ｂｅｓｃｈｅｒellei，マルバハネ
ゴケフ）laがochila ova瓦■foliaが生育している．日陰の土堆壌積のある岩の斜面では広ぐミヤマサナ
ダゴケフ)Zaがｏ£hecium nemoraleが被っているのが目立つ．やや乾いたチャート岩上ではよくヤクシ
マタチゴケメ1£richum yakushimensisがまばらに生え，また，そこにはタカネミソゴケＭａｒｓｕｐｅｌｋｉ
emargina£αやムチゴケ召azzania pompeana.サクライキリシマゴケＨｅｒbeｒtiiｓ ｓａｈｕｒaii.カタ
ウロコゴケμy必£aylorii.シャクシゴケCavicular心血nsaなどが見つかる．倒木上にはカ
ガミゴケＢｒｏtheｒella fienonii,イトハイゴケfち?'pnum函ｓ£0-u決心，エダウロコ　ゴケモドキ
Fauriella£enuis.アキウロコゴケゐmesoniella au£umna瓦s，オタルヤバネゴケCephalozia
ｏtａｒｕｅ几SIS,フクロヤバネゴケフvｏωellia curuiかlia.クチキゴケOdontoschisma denuda£ａが普
通にみられる．この地域ではハネホウオウゴケ凡ssidens plagiochiloidesが見つかっているが，
四国地方ではその生育地はあまり知られていないものである．腐葉土が厚く堆積した大きなチャー
トのやや日当りのよい露頭の上部には，イワダレゴケ双ylocomium splendens.ヒョクゴケ
Ｈ，bｒｅｕiｒｏｓtｒｅvar. cauifolium.オオミミゴケＭｅ£eoriella ｓol£z£ａ，シッポゴケフOicranu脚
血ponicumなど大型の菌類が生育している．龍王滝上手のやや平坦となった場所では小さな流れに
沿った周辺の湿岩上に更にホリカワトサカゴケ£叩hocolea horikaωａ凹や夕力,キクラマゴケモ
ドキ戸orella oblo昭iか1必が見つかる．湿った土の上にはコウヤノマンネングサClimacium
芦ponicum.トサホラゴケモドキＣ(ｌりｐｏｇｅｉａ tｏｓａｎａ,チャボホラゴケモドキＣ. 　ａｒｇｕtｏ,アズマ
ゴケWiesnerella denudata,ケゼニゴケ£^umor£iera hirsuta といった苔類が生育している．
乾いた場所の転石上にはヒメコクサゴケフs・£hecium subdiversiかrme.ヒメハイゴケＨｙｐ几ｕｍ
ｏｌｄｈａｍｉｉ,ヤマハイゴケ且s岫impo几ｅ几ｓ subsp. ｕｌｏｐｈｙllｕｍ,コクサゴケDolichomitri叩sis
ぷりｅｒsぴormeが大きなマットを形成して転石を包んでいる．ヒメコクサゴケやコクサゴケは樹幹上
にも見られる．茸類に被われていない樹幹面ではカラヤスデゴケFrullania muscicola. ウサミヤ
スデゴケF. usam必雨ｓ，ケシゲリゴケＮｉｐｐｏｎｏｌｅｊ ｅｕｎｅａｐｉｌｉｆｅｒａ，キコミミゴケ　£りeunea
βａ回などの苔類が樹皮にぴったりと接して生育している．苔類でも樹皮から茎を垂らして，枝を拡
げている仲間が見つかるｊナミゴヘイゴケＳｐｒｕｃｅａｎ,th.ｕｓ ｓｅｍｉｒｅｐａ几ｄｕｓがそれである．奥の院周囲
にはスギやヒノキが植えられていて，それらの根元や腐植土上にはイブキスギゴケＰｏｌｖtｒｉｃｈａｓtｒｕｍ.
foｒｍｏｓｕｍｖａr丿ntersedensやハイゴケ召ypnum plumaeforme.フジハイゴケＨ. 　fｕjiｖａｍａｅ,ウ
サミヤスデゴケFrullania iぷsamiensis,ヨシナガムチゴケＢａｚｚａｎｉａ ＼ｏｓｈむｘａｅｏｎａ,クチギゴ｀ケ
Odontoschisma de几ａ血£ａ肌,ヒロハホラゴケモドキＭｅ£acalyp昭eia cordびolia,オタルヤバネゴケ
Ｃｅｐんalozia otaΓuensis.キヒシャクゴケScapania bolandt元が生育している．林床の湿った場所
ではキブリナギゴケＳ£okesiella arbusculaが見られる．
　奥の院から自然林のよく残された山の斜面を直登するように真南に登山道があり，登りつめると直
前の岩の崖に御影堂がある．このルートは山の谷部につけられているが，水の流れはない．岩肌の多
く露出した暗い谷間で，やや湿った岩にヤクシヤタチゴケメ1£richum yaku功政ensis,ハットリ
チョウチンゴケ沢hizomnium ha££０成，イヌカメゴケAmphldium mo昭eotii,ミギワイクビゴケ
Ｄφｈｙｓciｕｍ　ｕｎｉｐａｐｉｌｌｏｓｕｍが見つかる．奥の院から山の斜面を横に這うように真名井滝に向っても
う一つの登山道があり，途中の広葉樹林内では樹幹上にトガリイタチゴケ£eucodon nipponicusや
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リスゴケＤｏｚｊｉａ ｉａｐｏ几ｉｃａ.スズゴケＦｏｒｓｓtｒｏｅｍｉａtｒichomitｒia，アツブサゴケＨｏｍ<Ｕｏtheciｕｍ
laeuise£um,チャボスズゴ｀ケ召'oulaya mi££enii,ヒムロゴケ戸£erobりon arbuscula.オカム
ラゴケOkamuraea hakbniensis.コクサゴ｀ケIｓｏthecii↓ｍ ｓｕbdiｕｅｒｓifoｒｍｅ，ケシゲリゴケ
Ｎｉｐｐｏｎｏleiｅｕａｅ　apili/ｅΓａなどのブナ林に普通の種類が量的に多く出現する．この他，ミヤマシッポ
ゴケDicranolomaり,瓦几φ･othecium,ナガバキンモウゴケびlota crispa var. lo昭φぷａ，チヂ
ミカヤゴケMacuicaΓ池沢叩々ylla.シダレヤスデゴケFrullania£ａ肌arisci,ウサミヤスデゴケ
F. usam涙雨ｓも樹幹上に見られる．林床の転石の岩隙にエビゴケ召ryoxφんium norv昭icum subsp.
ｿﾞ叩onicumがわずかに生育している．土上にはイクビゴケＤφｈｙｓciｕｍ　fｕlｕi/ｏＵｕｍ,ヒノキゴケ
Rhizogonium dozyanum.イブキスギゴケＰＯ砂£バｃ恥s£rum formosum var丿庇ｅ,･sedens,マルフサ
ゴケ戸laが０£hecium cavifol油田，ヤノネゴケ属の仲間Ｂｒ＾ihniasp.,スギバゴケ日lepharos£oma
函池叩hyllum.マル“ヤバネゴケCephaloz虹lunuriかla，ミヤマホラゴケモド牛Ｃａｌｙｐｏｅｅｉａ
ｊ４£egris£φula.ヨシナガムチゴ｀ケＢａｚｚａ几ia　ｙｏｓｈｉｎａｇａｎａが見られる．この登山道が紅葉谷を横切る
と，急傾斜になり，やがて真名井滝を通り，すぐ横の鉄梯子や鎖のかかる岩壁へと通じている．こ
の付近の蘇苔類相は梶ケ森にあって最も種類・量共に豊富であり，しかも，植物地理学上興味ある
種類がここで見つかることが多い．渓流沿の湿岩上ではタカネシメリゴケＰｓｅｕdofiｙｇｒｏりｐａｕｎx
luridum,クマデゴケフ^ichodontium pellucidum,ヤノネゴケ召ryhnia noリα。ａ,lがａｅ，タニゴケ
召ｒａ£勾£hecium rivulare,ツクシナギゴケモドキEitｒhｖｕchiｕｒｎ. Jilanｓ,ラ ンヨウベヽリガネゴケ
Ｂりｕｍ tｏｒti∫oliｕｍ，ナガバチョウチンゴケPlaがomnium j叩回必ａＭ，ツルチョウチンゴケ戸，
maximoviczii,オオバチョウチンゴケｐ.　Ijesica£ｕ肌，コトラノブケ77んμmnobryum plica£ulum,
アサイトゴケＰｓｅｕｄｏ leｓｆｅｅｏｐｓiｓｚ ppelii，スジシノブゴケβりohaplocladium s£rictum,ツクシヒ
ラツボゴケＧｌｏｓｓａｄｅｌｐｈｉ↓ｓｏ Ｑtａｅといった菌類，そして，ムクムクゴケ乃･ichocolea£ｏｍａ£ella,
キヒシャクゴケScapania bolanderi,ムラザキヒシャツゴケS. undiila£ａ，ホリカワトサカゴケ
ム)ρんocoleaんorikaωana, ７ツバウロコゴケＢｌｅｐｈａｒｏｓtｏｍａ tｒichoph＾illｕｍ，チャボクサリゴ'ケ
Cheilolejeunea obtusifol血，コミミゴケＬｅｊｅｕａｅａ ｃｏｍｐａｃtａ,カギフタマタゴケＭｅtｚｇｅｒｉａ
ｌｅｐtｏｎｅｕｒａ，エソヤハズゴケHattorianthus erim回心などの苔類が生育している．真名井滝付近で
は湿った岩壁にセイタカスギゴケフ)昭onatum j叩onicum,キズナゴケ尺acomi£riumぷminu£um.カ
タウロコゴケMylia£aylorii,イボカタウロコゴケＭ，ｕｅｒｒ･ｕｃｏｓａ，ヨシナガムチゴケＢａｚｚａａｉａ
ｙｏＳんinagana,サクライキリシマゴケＨｅｒbeｒt ｕｓｓafeｕｒaii，ムガシヒジャクゴケＳｃａｐａ几t（ｌ ｏｍｉ-
tｈｏｐｏｄｉｏｉｄｅｓが多い．滝壷付近であるが直接水しぶきのかからない岩の垂直面に，最近Deguchi
(1984a, 1984b)によって日本から報告されたコクマノゴケＴｈｅｒiotia
(Miｓhmiｒｅｎｓiｓや四国か
ら新種記載されたミギワイクビゴケＤｉｐｈｙｓciｕｍ.　ｕａｉｐａｐｉｌｌｏｓｕｍが生育している．真名井滝の急な
岩壁を登りつめるまでの途中にはツクシシャクナゲやヒノキが多くなり，腐植の堆柚した湿った岩棚
にはホソミズゴケＳｐｈａｇｎｕｍ,　giｒｇｅ几ｓohniiの大きな群落が発達している．また，ところどころ
にゴレツミズゴケＳｐｈａｇｎｕｍ, ｑｕinｑｕｅｆａｒiｕｍも生育している．ゴレツミズゴケはしばしば植物体が
赤紫色を帯びるが，梶ケ森ではそれほど顕著には帯色せず，野外でホソバミズゴケとまちがえやすい．
　４．山頂域（1200－1400 m）
　この地域には高木林はなく，ススキを混じえたササ原が拡がり，その中にイヌツゲやアセビの常
緑の，そして，ネジ牛やヤナギ類，ツツジ類の落葉の潅木が生えている．また各所に大小のチャー
1?の露岩が散在し，特異な景観を呈している．道路沿いの土手の土上にはコスギゴケＰｏｇｏｎａtｕm
i几μｅχｕｍ，ナミガタタチゴケ　Atrichum
undula££j.m,ススギゴケＤｉｃｒａａｅｌｌａ　ｈｅtｅｒｏｍａｌｌａ，
ヤマトフデゴケＣａｍｐｙｌｏｐｕｓ ｊａｐｏｎｉｃｕｓなどの，植物体の直立する菌類の仲間が多く，苔類では
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オリイブッボミゴケNardia subclaりａ£ａやタカネミソゴケMarsupella emargina£ａが生育
している．　腐植の多いササ原の辺縁部ではシッポゴケ扨cranum japonicum,カモジゴケＤ，
ｓｃ叩arium,オオシッポゴケ　£).　ｎｉｐｐｏｎｅｎｓｅ,ナヨナヨカガミゴケ　昂ｏ£んerella herbacea,
ヒヨクゴケ双ylocomium breuiros£re var. cavifcぶIZmがよく見つかる．チャートの露岩上で，日
当りのよい乾いた場所にはフデゴケCampyl叩us umbella£Ｓ，ナガエノスナゴケ沢acomi£rium
fasciculare var. ａ£rouiｒｉｄｅ，ナガ｀バチヂレゴケＰ£ｙＣ九〇mitr山肌linearifolium,ヒダ｀ゴケ
ぞ･か『減，コブゴケＯｎｃｏｐｈｏｒｕｓ ｃｒiｓpifoliｕｓ　+５.どの菌類が普通で，また日陰になる，や
や湿り気のある場所では苔類の種類が多くな･つて，次のようなものが見られる：タマゴバムチゴケ
Bazzania denuda£ａ，ヨシナガムチゴケ召. yoshinagana,ヤ７ムチゴケβ･pearsonii,サク
ライキリシマゴ｀ケ瓦erber£us ･sakuraii,コスギバゴケ尺urzia makinoana,フサアイバゴケ
Chandonc
オリイ,イチョウゴケ£.ｇｄ£?ａ£ａ，アミバゴケAnas£rophyllum michauxi,カタウロコゴケ
Mylia£りlorii,オオヒシャクゴケScapania ampliata.タカネハネゴケＰｌａｇｉｏｃｈｉｌａ ｓｅｍｉ-
ｄｅｃｕｒｒｅｎｓ.　落葉の潅木の幹や枝には菌類のナガ八キンモウゴケびZo£a crlspa var. ｌｏｎｇｉ/olia.
ナガスジイトゴケ亙aplohymenium longinerve,カラフトツヤゴケEntodon scabride几ｓ，チャボ
サ々ゴ｀ケGlyphomi£rium minutissimum,オカムラゴ'ケOkamuraea hakoniensis.ナガミノゴ｀ケ
人iacromi£rium pΓ?ｏ几gatum,アオシッポゴケDicranum vir･i＆ｖａｒ.　ｈａｈｈｏｄｅａｓｅが，そして苔類
のシダレヤスデゴケFrullania£amarisciやケシゲリゴケＮ ｉｐｐｏｎｏｌｅｊｅｕｎｅａｐｉｌｉｆｅｒａが生育し
ている．この地域から流れ出す小渓流付近の湿岩上には苔類のナシガタソロイゴケJlz昭ermannia
ｐｙボｏｒａ,ムラサキヒシャクゴ｀ケScapania undula£α，トガリバトサカコ゛ケ　£ｏｐんocolea cuspト
＆z£ａ，フジウロコゴ｀ケChiloｓｃｖpKｕｓｐｏｌｊｉａａthoｓ.゛イ゛ネゴ｀ケ戸ｅぷnophyllum£runca£um,ヒメ
.'｀ネゴケPlaがochila ｓａ£oi，オオシタバケビラゴケ沢adula ca･ﾉifoliaが見られる．無線中継所
のある山頂の直下には，ごく小規模ながら湿地帯がある．周囲がササ原に囲まれ，開けた湿地内に
はバイケイソウが生え，そこにコウヤノマンネングサClimacium japonicum,エダッヤゴケ
Entodon rubicundus,オオハリガネゴケ召ryum pseudひｰ£,・quetrum.トガリバトサカゴケ
Ｌｏｐｈｃjcoleacuspida£ａと共に，オオヒモゴケAulacomniumρ?６£ｒｅの群落が見つかる．
分布上注目すべき種一四国新産の種一
　l .　Aulacomnium palustre (Hedw.) Schwaegr.オオヒモゴケ（図２）
　本種は北半球の温帯～寒帯の湿地に生育し，広く分布することが知られているが，南半球のオー
ストラリア，タスマニデ，ニュージーランドにも分布するという報告がある．日本での本種の分
布域は明らかに北に偏り，これまで知られている最も南に位置する産地は長野県菅平高原(Saito
1971)のようである．本種は梶ケ森山頂近くのササ原の中にできた小規模の湿地で発見された．梶
ケ森で得られた植物体は褐色の仮根が茎の上方まで茎を被い，その茎の先端部では何本もの細長く
伸びた枝が生じ,この枝には通常の茎の葉に比べてはるかに小さな早落性の葉がつく．
　2 . Cephaloziella byssacea (Roth) Warnst.オソレヤマヤバネゴケ（図3）1
　本種はヨーロッパ，北米，グリ･－ンランド，オーストラリア，日本に分布するのが知られている．
日本ではこれまでＣｅｐｈａｌｏｚiella，ｓtａｒfeei(Smith) Steph.の名で，北海道の昭和新山（高木
1967),青森県恐山(Kitagawa 1962a),大阪府金剛山（児玉1971)から，また最近, Furuki
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図２．オオヒモゴケ　Aulacomnium palustre (Hec!w.) Schwaegr. A.植物体，
　　×15. B-E.葉，×16. F.葉中央部の細胞，×320;　G一Ｈ.葉の横断面
　　の一部（Ｇ:中肋部，Ｈ:葉縁部），×320.(D―27163より描画）
& Inoue (1984)がＣ.bｙｓｓａｃｅａ(Roth) Warnst.の名で長野県八ヶ岳から報告されている比
較的まれな種である．今回，梶ケ森の山頂近くのチャートの大岩壁の割れ目に生育しているのが発見
された.£Xcranum nφ<ponense, I?acomitrium fascicidaΓｅ var. 9ひ０ひiride, Hypnum plumaeforme.
ＰＯりtｒｉｃｈａｓtｒｕｍｆｏｒｍｏｓｕｎｘｖａｒ.　intｅｒｓｅｄｅａｓなどの蘇座に生育.していた．本種の特徴はjﾋ川(1965)
によっても指摘されているように，大きな腹葉をもつこと，葉細胞が薄膜であること，時々茎の先
端近くの葉縁が円鋸歯状になることなどである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　　　　録　　　　　..．
　本目録作成には，蘇類の同定を出口と川田が，そして，苔類・ツノゴケ類は原と横田が行った．
種名の列挙にあたっては，学名の後に和名を付し，次に標本の得られた地点の海抜高（複数の標本
のある場合は最低.と最高）を示した．更にその後に，生育基物を下記の略号で示し，それぞれの基
物で得られた標本数を（　）内に数字で示した．最後に証拠標本として１点だけ選び，その標本の
採集者名（略号で示す）とその採集者所有の標本番号を付けた．学名左肩に付した＊･印のものは既
Ａ梶　ヶ　森の蘇　苔　類（原＝横田・川田・出口）
０
０
??
○
Ｉ
Ｂ
図３．オソレヤマヤバネゴケCephaloziella byssacea (Roth) Warnst. A, B.
　　植物体，×92. C, D.葉，×115. E ―G.腹葉，×115. H.葉先端部の細胞，
　　×450, I .葉中部の細胞，×450. J.無性芽，×450｡（Ｙ － 110より描画）
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に文献上，梶ヶ森から報告がありながら今回得ることのできなかったもので，それには学名の後に
文献を引用した．目録作成に用いられた標本はすべて高知大学理学部生物学教室の標本庫に保存さ
れている．
　基物〔r…岩，ｓ‥’土，ｍ…コンクリート，h･‥腐植土，tt…樹幹または枝，ｒl…腐木〕
採集者〔Ｄ…出口博則，Ｈ…原　幹雄，Ｋ…川田祥司，Ｍ･‥松井透,．Ｓ…阪本雅彦，Ｙ･‥横田
　　　　　道雄〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　Musci　蘇　　類
　　　　　　SPHAGNACEAE　ミズゴケ科
Sphagnumがrgensohnii Russ.ホソバミズゴケ　1200 m; h(2); K-718.
Ｓ･郭加quefarium (Lindb.) Warnst.ゴレツミズゴケ　1000－1200 m; h(2); D―24527
　　　　　　　TETRAPHIDACEAE　ヨツバゴケ科
ＴｅtｒaphiｓpellｕｃｉｄａHedw. ヨツバゴケ　900－1200 m; tt(l), rl (4); K-931.
　　　　　　DIPHYSCIACEAE　イクビゴケ科
£)φhyscium foliosum Mohr　ミヤマイクビゴケ　350 m; s(l); D―28101
D･fuluifoliｕｍ Mitt.　イクビゴケ　250－1300 m; s(8), rl(l); K―645.
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Z).ｕｎｉｐａｐｉｌｌｏｓｕｍDeguchi　ミギワイクビゴケ　1100－1200 m, r(7); D―27967
Theｒiotｉａ ｆｅａｓｈｎａｉｒｅｎｓiｓRobins.コクマノゴケ. Ca. 1100 m， r(l); D―28248.
　　　　　　　POLYTRICHACEAEスギゴケ科　　　　　　゛
ﾉ1ひichum rhys£叩hyllum (C. Muell.) Par.ヒメタチゴケ　470. m; s(l); K―194.
A. crispulum Schimp. ex Besch.チヂレタチゴケ　900-1150 m； r(l), s(3); D-26630.
/1.凹血latum (Hedw.) P. Beauv.ナミガタタチゴケ　250－1200 m； r(3), si2); K-14.
Ａ.　"ｙafeｕｓｈｉｍｅｎｓｅ(Horik.)M z ヤクシマタチゴケ　930－1200 m; r(4); D-26618.
Ｂａｒtｒａｍｉｏｐｓiｓleｓｃｕｒii(James) Kindb.フウリンゴケ　1200-1300 m； r(l), s(l); D ―
　　27179.
？昭ｏ凹£um contor£um (Brid.) Lesq.コセイタカスギゴケ930-1200 m; s(3); K-281.
Ｆ.伍μｅｘｕｒｎ.(Lindb.) Lac.コスギゴケ　250-1350 m; s(8); K―141.
ｐ.ｊａｐｏｎｉｃｕmSull. & Lesq.セイタカスギゴケj000－1300 m; s(2); K―421.
Ｐ．几ｅｅｓii(C.Muell.) Dozy･ヒメスギゴケ　220－300 m; s(l); D-27682.
Ｒ４φｐｏ㎡。ｍ Nog. & Osada　シンモエスギゴケ　Ca. 300 m; HI); D―28105.
戸'.spinulosum Mitt.ハミズゴケ　730－1000 m; s(2); K-7.
戸．ｕmiｓｅｒｕｍ(Hedw. ) P. Beauv.　　ヤマコスギゴケ'540 － 1350 m ；ｒ(5), s(4); K ―396.
？(心函ｃ加ｓ£ｒｕｍかrmosum (Hedw.) G.L. Smith var.　intersedens (Card.) Iwats. & Nog｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ・。イブキスギゴケ 1000－1300 m; r(3), s(5), h(l); K-412.
Ｐｏｌｙtｒichｕｎａ　ｃｏｍｍｕ几ｅHedw. ウマスギゴケ　1250－1300 m; s(i); D―27161.
　　　　　　FISSIDENTACEAE　ホウオウゴケ科
Fissidens ａ心なohinus Besch.コホウオウゴケ　390-1000 m; t(!), s(3); K-945.
Ｆ.　bｒｖｏｉｄｅｓHedw. var. la£eralis (Besch.) Iwats.チ,ヤボホウオウゴケモドキ　220－
　　400 m; r(2); D―27705.
Ｆ･即面niflorus Dozy & Molk.　ｖａｒヽｎａｇａｓａｆｅｉｍtｓ(Besch.) Iwats.ナガサキホウオ
　　ウゴケ250 m; r(l); K-620.
Ｆ･ ｇｒａｎｄｉｆｒｏ几ｓ　Brid.　var.　planicaulis(Besch.) Nog.ホソホウオウゴケ　510 m；　r(l);
　　K―215.
Ｆ･ ｇｙｍｎｏｇ:ｙｎｕｓBesch.ヒメホウオウゴケ　400－1300 m; r(2), tt(4); D-24502.
Ｆ.　nobiliｓGriff. ホウオウゴケ　230－300 m; r(2), s(l); K-107.
Ｆ. obｓｃｕｒiｒｅtｅBroth. & Par. in Broth. 400 m; r(l); K―944.･
Ｆ.　ｐｅｒｄｅｃｉａｒｅａｓBesch. ミヤマホウオウゴケ　250－960 m; r(2); D―26639.
Ｆ･ｐｌａｇｉｏｃｈｉｌｏｉｄｅｓBesch.ハネホウオウゴケ　510―540 m; r(2); K-252.
F. taぶfollｕｓHedw.　キャラボクゴケ　220―740 m; r(l), s(4); K―183.
Ｆ.tｏｓａｅｎｓiｓBroth. チャボホウオウゴケ　380 m; r(l); K-952.
　　　　　　　DITRICHACEAE　キンシゴ｀ケ科
Ｐｌｅｕｒidiｕｍｓｕbｕlatｕｍ(Hedw.) Rabenh.キンチャクゴケ　1350 m; s(l); D―28249.
£)i£richumんｅ£eromallum (Hedw.) Britt.キンシゴケモドキ　1350 m; s(l); K―461.
£)ヽｒｒｉＱｃｒｏｒhｖａｃｈｕｍBroth. in Card. ヒメキンシゴケ　900－1030 m; s(2); M―471.
Ｄ. pallidｕｍ(Hedw.) Hampe　キンシゴケ　900 m; s(2); M―475.
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　　　　　　BRYOXIPHIACEAE　エビゴケ科
召ryoxφhium norv昭icum ｡(Brid.) Mitt, subsp. /'叩onicum ( Berggr. ) Loeve　＆　Loeve
　　エビゴケ　900－1200 m; r(2); K―11.
　　　　　　　SELIGERIACEAE Ｉキヌシッポゴケ科
Ｂｌｉｎｄｉａｊ ｐｏｎｉｃａBroth.コシッポゴケ　300－1150 m; r(4); K-703.
　　　　　　DICRANACEAE　シッポゴケ科
Trematodon Ionがcollis Michx.　２ミダイゴ｀ケCa. 400 m; s(l); D-28116.
£licranella /zｅ£eromaμa (Hedw.) Schimp.ススキゴケ　220-1350 m； r(2), s(4), h(2),
　　rl(l).
D. varia (Hedw.) Schimp.ナガスジススキゴケ　250 m; s(l); K―876.
Campylopus即ponicus Broth.ヤマトフデゴケ　900－1250 m; r(4), s(2); D―27954.
Ｃ.　ｕmbellatｕｓ(Arn.) Par.フデゴケ　680－1200 m; r(2);.D―27953.
Dicranodontium asperulum (Mitt.) Broth.カタバユミゴケ　1000－1300 m； r(2); D-
　　24530.
D. denudaはm (Brid.) Williams　ユミゴケ　660－1300 m; r(9), tt(2), rl(3): K―588.
£).uncina£um (Harv.) Jaeg.ヘリトリシッポゴケ　930－1300 m； r(4), tt(l); D ―27171.
Ｂｒｏtｈｅｒａ　ｌｅａ几a(SuU.) C. Muell.シシゴケ　520－620 m; tt(2), rid); K―742.
Rhabdoω＆ｓａ crispa£a (Mitt.) Lindb.ナメハヤスジゴケ　400－1300 m； r(3), S(l); K-
　　456.
£^ichodon£ium pellucidum (Hedw.) Schimp.ジメリイワゴ゛ケ　250－1200 m； r(2), s(l); D-
　　24566.
０ｎｃｏｐｈｏｎ↓ｓｃｒiｓpifolii↓;s(Mitt.) Lindb.チヂミバコブゴケ　670－1300 m ； r(15), s(l);
　　D―27183.
var.bｒｅｕｉｐｅｓ(Card.)Ihs.コエノコブゴケ　900－1150 m; r(3); K-349.
O. cf.ｌｕahle几beｒgiiBrid.エソノコブゴケ　900－1150 m; r(3); K-349.'
DicｒａｎｕｍｆｌａｇｅｌｌａｒｅHedw.　ヒメカモジゴケ　890－1200 m; rl(2); D―24570･
£).hamulosum Mitt.カギカモジゴケ　1250－1300m; h(l): D-27187.
£)づ叩onicum Mitt.　シッポゴケ　220－1300 m; r(l), s(6), h(l); K―417.
£).leiodontum Card.ナスシッポゴケ　1150―1230 m; r(l), tt(l); K-387。　’
£).mayrii Broth. コカモジゴケ　1100－1300 m; r(l), tt(3); D―27232.
£).４φponense Besch.オオシッポゴケ　650－1350 m； r(3), s(2), h(3), rl(l)
£).scoparium Hedw.カモジゴケ　1000－1300 m; r(2), h(3), tt(l); K―44.
? ?
K－656.
に). vir･ide (SuU. &　Lesq.) Lindb.　var.　hakゐodense ( Besch. ) Tak.　アオシッポゴ｀ケ
　　930－1300; r(2), tt(6); K-479.
Dicranolomaりlindro£hecium (Mitt.) Sak.ミヤマシッポゴケ　670－1300 m； r(7), s(l),
　　tt(2), rl(l); K―561.
　　　　　　　LEUCOBRYACEAE　シラガゴケ科
£eucobryum browrii
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? ?
? ?
Ｄ－
r(l);
L｡ 　ａｅｉｌｇｈｅｒｒｅａｓｅＣ. Muell.　ホソy<オキナコフケ　220-1100 m； s(3), h(5), ttae , rl(2);
　　K-2.
　　　　　　CALYMPERACEAE　カタシロゴケ科
Syrrhopodon j叩onicus (Besch.) Broth.カタシロゴケ　1000－1200 m； r(3), rl(l); D-
　　27966.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛j　　，　'
　　　　　　POTTIACEAE　センボンゴ｀ケ科
Ｓｃｏｐｅｌｏｐｈｉｌａｃａtａｒａｃtａｅ(Mitt.)Broth.ホンモンジゴケ　1150へｍ;r･(1); D-27970.
Barbula ｕ昭uiculata Hedw.ネジクチゴケ　220―1390 m; r(2), m(2), s(2); K―932.
Ｈｙｏｐｈｉｌａｐｒｏｐａｇｕli/ｅｒａBroth.　ハマキゴケ　220-900 m; r(4), m(5); K―122.
０ｘｙｓtｅｇｕｓｃ＾Ｕｒｉｄｒicｕｓ(Brid)Hilp.ツックチヒゲゴケ　330－ 1200 m ； ｒ(3にs(2)；Ｋ－
　　805.
Weissiaむontro versa Hedw.ツチノウエノコゴケ　220-300 m; i･(2),s(2); K―946.
W. planがolia Dix.　ツチノウエノカタゴケ　420 m; m(l); K―154.
j4ｓ£omumむrispum (Hedw.) Hampe　ツチノウエノタマゴ｀ケ　220-300 m； r(l), s(l)
　　27686.
Didymodon cons trie£us(C. Muell.) Saito　チュウゴクネジクチゴケ220-300 m； r(l)
　　m(l); K―951.
　　　　　　GRIMMIACEAE　ギボウシゴケ科
Ｇｒimmia pilifeｒａＰ. Beauv.　ケギボウシゴケ　300一回0 m; rQS; D―27709.
Schiｓtidiｕｍ　1111pｕtａ几ｕｒａ(C.Muell.) Deguchiコメバギボウシゴケ　Ca. 300 m
　　D―28108.
Ｓ.ｓtｒictｕｍ.・(Turn.)Kop. & Isov.ホソギボウシゴケ　220－1200 m; r(4), m(2);
Racomi£rium canescens (Hedw.) Brid.スナゴケ　650-700 m; r(2); K-551.
R- Carina£um Card.チョウセンスナゴケ　900－1150 m; r(2); S―23.
R. dimも几ｕtｕｍCard.キスナゴケ　1000－1300 m; r(5); K-411.
Ｒ，ｅｒｉｃｏｉｄｅｓ(Hedw.)Brid.ハイスナゴケ　470－1300 m; r(5), h(2); K―619.
R.μｉｓｃｉｃｕlaｒｅ(Hedw.)Brid. var.ＱtｒｏｕiｒｉｄｅCard.ナガエスナゴ'ケ　540 ―1350 m
　　r(19), s(l); K-865.　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
j)りchomitr･ium dentatum (Mitt.) Jaeg.ハチヂレゴケ　650―890 m; r(7); K―516.
Ｐ･μｌｕｒｉｅｉBesch.　ヒダゴケ　660－750 m; r(2); K―784.
戸'.linearifolium Reim. & Sak.　ナガノ゛チヂレゴケ　500-1150 m; r･(7);K-825.
p. polyphylloides (C. Muell.) Par.シナチヂレゴケ　Ca. 700 m; m(l); K―607.
　　　　　　　ERPODIACEAE　ヒナノハイゴケ科　.
Ｇりｐｈｏｍｉtｒiｕmh niillimｕｍ(Mitt.) Card.サヤゴケ　350 m; tt(l);D-28099.
G. minu£issimum (Okam.) Broth.チャボサヤゴケ　1280-1300 m; tt(2);D―27172.
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　　　　　　　FUNARIACEAE　ヒョウタンゴケ科
Ph-ｙｓｃｏｍｉtｒ･ｔｕｒｎｅｕｒｙｓtｏｍｕｒａSendth.ヒロクチゴケ　250 m; s(l); K―949.
ｐ.　ｓｐｈａｅｒicｕｍ(Ludw.)Fuernr.　in Hampe　アゼゴケ　650 m; s(l); D-28229.
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　　　　　　BRYACEAE　カサゴケ科
戸(咄血flexuosa Hook.ケヘチマゴケ　900－1300 m; s(2), r(2); K-930.
j）・ｐｒｏｌｉｇｅｒａ(Lindb.)Lindb. ex Arn.ホソエヘチマゴケ　1000 － 1200 m ； s(1); D-
　　24467.
j).ωahlenbergii (Web. & Mohr) Andrewsチョウチンハリガネゴ｀ケ　650 m； ｓ(1)；Ｄ－
　　28222.
Ｅｐｉｐtｅりgiｕｍ　tｏｚｅｒi(Grev.)Lindb.アカスジゴケ　250 m; r(2); K-623.
Ｂｒａｃｆｉｙｍｃａｉｕｍｅｘile(Dozy & Molk.) Bosch & Lac.ホソウリゴ｀ケ　220 － 300 m ；
　　m(l); D-27689.
Anomobr･yum filφ■)rme (Dicks.) Solms var. concinna£um (Spruce ) Loeske　ヒメギン
　　ゴケモドキ　230 m; ｒ(1);Ｋ－632.
ＢｒｙｕｍｏｒｇｅｎtｅｕｎｉHedw.ギンゴケ　220－680 m; r(l), m(3), s(l); D-27693.
B. capillare Hedw.ハリガネゴケ　280－900 m; m(2): K―153.
召'.pseudo-trique£rum (Hedw.) Gaertn.オオハリガネゴケ　1200－1300 m； s(3); D―27159.
召.£ｏｒ£φDliumBrid.　ランヨウハリガネゴケ　500 m; s(l): D―28241.
■Rhodobryum
gigan£eum (Schwaegr.) Par.オオカサゴケ　220－ 1300 m ;' s(4), h(4); K ―
　　776.
　　　　　　MNIACEAE　チョウチンゴケ科
Ｍｎｉｕｍｈｏｍｕｍ.Hedw.オオヤマチョウチンゴケ　1000－1200 m; s(l): D-24572.
M. laevinerve Card. ナメリチ,ヨウチンゴケ　430－1300 m; r(8), s(l); K-849.
M. ｓ£ellaΓｅHedw.ホシガタチョウチンゴケ　220-300 m; s(l)D-27687.
ＴｒａｃＫｙｃ＾iｓtiｓμａｇｅｌｌａｒiｓ(Sull.& Lesq.) Lindb.エソチョウチンゴケ　660－1200 m；
　　r(l), s(2), rl(l); D-24558.
７. micr叩勾lla (Dozy & Molk.) Lindb.コバノチョウチンゴケ　230 － 1100 m ； r(6),
　　s(2); K―892.
Rhizomnium hat£orii Ｋｏｐ.ハットリチョウチンゴケ　930 － 1200 m ； r(3), s(l); S ―152.
召.s£ｒia£ulum (Mitt.) Kop.スジチョウチンゴケ　1000－1200 m； r(2), s(l), rl(3); K-
　　297.
R. tuomikoski Kop.ケチョウチンゴケ　900－1200 m; r(5), s(l); K―50.
7)1昭iomnium a・£um (Lindb.) Kop.コツボチョウチンゴケ　680－1300 m； r(8), s(3),
　　tt(2), rl(l); K―829.
7），μiponicum (Lindb.) Kop.ナガバチョウチンゴケ　950－1200 m; s(2): D―26637.
p. maximoviczii (Lindb.) Kop.　ツルチョウチンゴケ　330－1300 m； r(5), s(4), h(l);
　　K-917.
j）.　succulen£um (Mitt.) Kop
ｐ.　ｕｅｓｉｃａtｕｍ（Ｂｅｓch.）･Kop.
アツバチョウチンゴケ
オオバチョウチンゴケ
230－1100 m
220－1200 ｍ
? ? r(l)
r(12)
s(l);　S-164.
s(4);　K-881.
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　　　　　　　AULACOMNIACEAE　ヒモゴ゛ケ科
Aulacomnium palus£re(Hedw.) Schwaegr.オオヒモゴケ　1300 m; h(2); D―27163
　　　　　　　RHIZOGONIACEAE　ヒノキゴ'ケ科　　　　　　　　j･
召/臨昭onium dozyanum Lac. ヒノキゴケ　300－1200 m; s(7); K-712.
　　　　　　BARTRAMIACEAE　タマゴ｀ケ科
＆lｒ£ramia pomiformis Hedw. var.　elonga£ａ Turn. タマ‘ゴケ　260－1300 m； r(8), s(9):
　　Ｋ－83.
戸'hilono£isfalca£a (Hook.) Mitt.カマサワゴケ　540-680 m; r(2); K-260.
Ｐ. has£ata (Duby) Wijk & Marg.　ホウライサワゴケ　540 m; r(l); K―253.
p. lancifolia Mitt.ナガバサワゴケ　450 ｍ; r(l); K―188.
戸.，zぷda Mitt.マキバサワゴケ　220－300m; s(2); K―132.
j）.£umeriana (Schwaegr.) Mitt.オオサワゴケ　510 m; s(l); K―210.
　　　　　　　ORTHOTRICHACEAE　タチヒダゴ｀ケ科
Amphidium mo昭eotii (B. S. G.) Schimp.イヌカメゴケフ150 m; r(2); K-700.
０ｒthotｒichｕｎｉｃｏｎｓobｒinｕｍ.Card.タチヒダゴケ　400－500 m; tt(3); K―197.
ａｏ£ａcrispa (Hedw.) Brid.カラフトキンモウゴケ.
680-1290 m; tt(4); D―24505.
var.　ｌｏａがMia(Dix. & Sak.) Iwats.ナガバキンモウゴケ」200－1350 m; tt(5);
マンネンゴケ科
コウヤノマンネングサ　950－1300 m; s{8); K―41.
　　D―27174.
ＭａｃｒｏｍｉtｒiｕｍｆｃｒｒｉｅｉCard.& Th6r.　リュウキュウミノゴケ　550 ― 1260 m； tt(3); S-
　　128.
ル{. gymnostomum SuU. & Lesp.ヒメミノゴケ　330－980 m; r(6), tt(l); D-26604.
AI芦■ponicum Dozy & Molk.ヤマトミノゴケ　300―540 m; r(2), tt(3); K-384.
Ｍ･ρΓolonga£um Mitt.ナガミノゴ｀ケ　1200－1300 m; tt(4); K―384.
　　　　　　　CLIMACIACEAE
Climacium japonicum Lindb.
　　　　　　　HEDWIGIACEAE　ヒジキゴケ科
裁･ｄ面がａ咄咄ta (Hedw.) P. Beauv.　　シｏヒジキゴケ　300－680 m; r(9); K―581.
　　　　　　　CRYPHAEACEAE　ツルゴ･ケ科
Pilo£richopsis denta£a (Mitt.) Besch.ツルゴケ　300－700 m; r(2); D-28106.
Ｆｏｒｓｓtｒｏｅｍｉａ　ｃりｐＨａｅｏｉｄｅｓCard. ヒメスズゴケ　500 m; tt(l): D―26601.
Ｆ、ＴｉｅｃｆｅｅｒｏｉｄｅｓBroth. フトスズゴケ　1100－1200 m; tt(l); D―27946.
Ｆ.£richomi£パa (Hedw.) Lindb.スズゴヶ　280-890" m; ttl3);K―130.
　　　　　　　LEUCODONTACEAE　イタチゴ'ケ科
£eucodon nφiponicus Nog.　トガリイタチゴケ　330 m;　tt(2); K―900.
£.４昭uchii Iwats.イボヤマトイタチゴケ　1000－1200 m; tt(3); D―24490
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DｏＥｖａ　ｉａｐｏｕｉｃａLac. in Miq. リスゴケ　690-1300 m; r(3), rlは); K-723.
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　　　　　　　TRACHYPODACEAE　ムジナゴ｀ケ科
ＴｒａｃｈｙｐｕｓbicoloｒReinw. & Hornsch.ムジナゴケ　1100－1200 m; r(l); D-27901.
£)ａ£hiellaspeciosissima Broth. ex Card. マツムラゴケ　430－950 m； r(2), s(2); K-
　　815.
　　　　　　　PTEROBRYACEAE　ヒムロゴ゛ケ科
Ｍｅ£eoriellasolu£a (Mitt.) Okam.オオミミゴケ　930－1300 m； r(2), h(4); D-26611.
？£erobryo几arbuscula Mitt.ヒムロゴケ　890－1300 m; tt(9);K―853.
　　　　　　METEORIACEAE　ハイヒモゴケ科
Ｍｅtｅｏｒiｕｍ　bｕｃｈａ几aaii(Brid.)Broth, subsp. helmiRtｈｏｃｌａｄｕlｕｍ(Card.) Nog.　コハイ
　　ヒモゴケ　330-630 m; r(l) tt(2);･D―28114.
M. subρ吐μΓ必hum (Besch.) Broth.ハイヒモゴケ　250－500 m； r(l). m(l); D ―26661.
Cfiｒｙｓｏｃｌｏｄｉｕｎａ　ｒｅtｒｏｒｓｕｍ(Mitt.)Fl.ソリシダレゴケCa. 300 m; r(l); D―28107.
Barbella fl昭ellifeΓ■a(Card.) Nog.キョスミイトゴケ　280－1200 m; tt(7); K-671.
Pseudobarbella a££ａｓ£a.(Thwait. & Mitt.) Nog.サメ．ジマタスキゴ｀ケ　330 － 350
　　m; tt(2); D―28113.
p. le･jieri (Ren. & Card.) Nog.タカサゴサガリゴケ　930-1250 m； tt(2); D ―27957.
Floribundaria aurea (Mitt.) Broth, subsp. nφ'ponica (Nog. ) Nog.　ヒロハシノブイト
　　ゴケ　680 m; tt(l); K―568.
　　　　　　NECKERACEAE　ヒラゴケ科
Bisse£必Zi昭?ａ£a (Mitt.) Broth.シタゴケ　1000－1300 m; tt(4); K―359.
yｖｅｃｋｅｒａｃｏｒｅａｎｆｌ.Card.コマノヒラゴケ　Kamimura―1422.
ｙ･μｅｘiｒａｍｅａCard. コメリンスゴ゛ケ　930 m; tt(l); D―26622.
Ｎ.　ｈｕmiliｓMitt.チャボヒラゴケ　500－930 m; tt(4); K―819.
A', konoi Broth. タカネメリンスゴケ　1200－1300 m; tt(4); D―27930.
Ⅳ･.　ｎａｈａｉｉｍａｅ(Ihs.)Nog モロ'ハヒラゴケ　350 m; tt(l);･D-28102.
Ｎ. ｙｅｚｏａａａBesch. エソヒラゴケ　680－1200 m; ttao:》;K―445.
Ｎｅｃｆｅｅｒｏｐｓiｓ　aitidｕla(Mitt)Fl.リボンゴケ　230-630 m; r(5); K-634.
Ho ma面面ndron seaφＪφDlium (Mitt.) Fl.キダチヒラゴ｀ケ　930－1200 m
　　27919.
? ?
r(2);　Ｄ－
Homalia芦■ponica Besch.ヤマトヒラゴケ　500－1200 m; r(3); S-179.
Thamnobryum plica£ulum (Lac.) Iwats.コトラノオゴ｀ケ　630 － 1300 m ； r(15);K-830.
Ｔ.　ｓａｎｄｅｉ(Besch.)Iwats.オオトラノオゴケ　220－300 m; r(5); K―99.
　　　　　　　LEMBOPHYLLACEAE　トラノオゴ'ケ科
Dolichomitra cymbびolia (Lindb.) Broth.トラノオゴ゛ケ　1120－1300 m； tt(3), rl(2); K ―
　　375.
Dolicんomitri叩ｓiｓぷりersiformis (Mitt.) Nog.コクサゴ｀ケ　900 － 1300 m ； r(3), tt(14);
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　　K-59.
Isothecium subdiversiforme Broth.　ヒメコクサゴケ　900 － 1200 m ； r(l), tt(l); S-140.
　　　　　　　HOOKERIACEAE
Hookeria acu£ifoliaHook. ＆
　　s(l);D―27706.
アブラゴケ科
Grev.リュウキュウアブラゴケ　220－1200 m ； r(2)
　　　　　　HYPOPTERYGIACEAE　クジャクゴケ科
Ｈｙｐｏｐtｅｒ＾igiｕｍfaｕｒｉｅｉBesch.　クジャクゴケ　250―990
CvathoDhorella hookeriana (Griff.) Fl.コキジノオゴケ
　　28239.
m；　r(3),
500―930
s(l), h(2); K ―615.
ｍ； r(l), tt(l); D ―
　　　　　　　THELIACEAE　ヒゲゴ'ケ科
凡z『姐la亡enuis (Mitt.) Card, in Broth. エダウロコゴケモドキ　740－1300 m, r(6)
　　s(l),rl(2);K-611.
　　　　　　　FABRONIACEAE　コゴ'メゴケ科
ＳｃｈｕietｓｃＫｆｅｅｏｐｓiｓ∫abｒｏａｉａ(Schwaegr.)Broth.キノウェノホソゴケ　540-720 m； r(4),
　　rl(l); K―262.
Ｓ.　ｒobｕｓtｕla(Broth.) Ando　オオヒメゴケ　630 m･; r(l); K―767.
　　　　　　LESKEACEAE　ウスグロゴケ科
ＯｆｅａｍｕｒａｅａｂｒacfiｖｄｉｃtＮｏｎ(Card.)Nog.ホソオカムラゴケ　400｡ｍ; r(l); D―27715.
Ｏ. hafeonie几ｓiｓ(Mitt.) Broth.オカムラゴケ　680－1300 m; tttto:》、rl(2);K-858.
Pseudoles加叩sis ｚφ'pelii(Dozy & Molk.) Broth、アサイトゴケ　220 － 1200 m ； r(9)
　　s(l); D―24567.
　　　　　　THUIDIACEAE　シノブゴケ科
召叩lohymenium ZO昭inerve (Broth.) Broth.ナガスジイトゴケ　1000－1300 m； tt(7); K ―
　　287.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/
Ｈ.　ｐｓｅｕｄｏ-tｒiｓtｅ(C.Muell.) Broth.コバノイ･トゴケ　330 － 500 m ；　tt(2); K ― 902.
Ｈ.　tｒiｓtｅ(Ces.)Kindb.イワイトゴケ　250－680 m;-r(l),･tt(l); K―580.
ＡｎｏｍｏｄｏｎａｂｂｒｅｕiatｕｓMitt. ミヤマギボウシゴケモドキ　1000－1200 m; tt(3): D―27910.
/1.がｒaZぷi C. Muell.オオギボウシゴケモドキ　470 ―!200 m ； r(6), tt(2), rl(l); K ―
　　744.
A. minor (Hedw･｡) Fuernr. subsp・　iatｅｇｅｒｒimｕｓ(Mitt.)Iwats.ギボウシゴ゛ケモドキ
　　350 m; r(l); D―28100.
Ｈｅｒｐｅtｉａｅｕｒｏ几tｏｃｃｏａｅ(Sull.& Lesq.) Card.ラセンゴIケ　330 －'540 m ； r(2), tt(l);
　　K―259.　　　　　　　　　　　　　　　　　　・＞
Claopoぶum aciculum (Broth.) Broth.ハリゴケ　300-950 m; r(2); K―142.
C. pellucine。e (Mitt.) Best　フトハリゴケ　630―1150 m; r(2), s(l); D―27904.
Bryohaploclaぷum angus£ifolium (Hampe & C. Mue!＼ ) Watanabe & Iwats. /ミハニワ
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　　ゴケ　25(トー1150m; r(l),m(3), tt(2),rl(2);K-160.
召'.micr叩勾Hum CHedw.) Watanabe & Iwats.コ･メバキヌゴケ　220－300 m
　　27684.
? ?
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s(l):Ｄ－
丑s£ｒic£ulum (Card.) Watanabe & Iwats.スジシノブゴケ　440－1300 m； r(5), s(2);
　　D-24550.
Boulaya mitteniにBroth.) Card.チャボスズゴケ　1100-1350 m; tt(9); K-316･
Thｕidiｕｍ.ｃ:ｙmbifoliｕｍ(Dozy & Molk.) Dozy & Molk.ヒメシノブゴケ　260-1280 m；
　　r(6), s(l), rl(3): K―566.
71がａ叱面im (Mitt.) Bosch & Lac.アオシノブゴケ　930－ 1300 m ； r(l), h(l); D ―
　　26621.
７.!≪ｉａｅｄａｅSak.アソ.シノブゴケ　220-1200 m； r(14), s(3), h(2), tt(5), rl(3〉; K-115.
71 recogni£um (Hedw.) Lindb. var.　delica£ulum (Hedw.) Warnst.コバノエソシノブゴケ
　　1250－1300 m; r(l), s(2), h(l); D-27164.
71 sparsifolium (Mitt.) Jaeg.チャボシノブゴケ■ 330 － 1200 m ； r(2), s(l), rl(2); D-
　　24477.
T. subglaucinum Card.オオアオ‘シノブゴケ　660－1200 m; r(3); K―534.
　　　　　　AMBLYSTEGIACEAE　ヤナギゴヶ科
＊ひａ£oneur四万臨柚im (Hedw.) Spruce　ミズシダゴケ(Kanda　1975)
Campylium chrysoph､yllum (Brid.) J. Lange　コガネハイゴケ　540 m; s(l); K―236.
Ｐｓｅｕｄｏｈｖｇｒohｖｐｎｕｍ　ｅ昭'yrium(B. S. G.) Kanda　タカネシメリゴケ　890 m； r(l); K-
　　843.
　　　　　　　BRACHYTHECIACEAE　アオギヌゴケ科
Homalo£んecium laevise£um Ｌａｃにアツブサゴケ　250－1200 m; ･r(4), tt(3); D―24536.
召rachy£hecium brotheri Par. アラハヒツジゴケ　1280 m; rl(l); K―495.
　●　　－　　　　　　　●召.ｂｕｃｈａａａａｉｉ(Hook.)Jaeg.ナガヒツジゴ｀ケ　220－ 1000 m ； r(6), 111(2), s(2); K―906.
Ｂ.　ｈｅｌｍｉａtｈｏｃｌａｄｕｍBroth. & Par.ヒモヒツジゴケ　1000－12｀00 m; s(l); D-24574.
３･plumosum (Hedw.) B. S. G.ハネヒツジゴケ　220－1300 m； ｒ{9にtt(4), rl(l); K ―
　　514.
召･ｐｏｐｕleｕｍ(Hedw.) B. S. G.アオギヌゴ゛ケ　220―1250 m； r(8), m(l), tt(l); K-807.
召．バリulare Ｂ．S. G.タニゴケ　890－1300 m; r(4), s(4); D―27906.
B. rutabulum (Hedw.) B. S. G.ヒロハノフサゴケ　740－890 m; r(2); K―844.
B. cf. s£arkei (Brid.) B. S. G.デワノヒツジゴケ'1100－1300 m； r(6); D ―27201.
召．Ｌｕicfiｕｒａｅ(Broth.)Par.ヒツジゴケ　700 m; h(l); D―28225.
Biyhnia novae-an,がiae (Sull. & Lesq.) Grout　ヤノネゴ゛ケ　440 － 1200 m ； r(3), s(2);
　　D-24478.
＊Ｓ.Γ心血la Dix. & Ther.　キビノヤノネゴケ(Takaki　1956)
召'. trichomitria Dix. & Ther.キンモウヤノネゴケ　100 － 1200 m ； ｒ(2), s(l); D ―
　　24501.
Myuroclada maximowicぶ(Borosz.) Steere & Schof.ネズミノオゴケ　220-520 m；
　　r(5), s(l); K―98.
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Rｈｖａｃｈｏｓtｅｅｉｉ↓ｍｃｏｕtｒａｃtｕｍCard.サイシュウテングゴケ　280 m; tt剛; K―134.
Ｒ･pallidifoUｕｍ,(Mitt.) Jaeg.コカヤゴケ　200-690 m； r(3), s(3), h(l), tt(2)。
　　rl(l); K―795.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ，
Ｒ　ｒｉｐａｒｉｏｉｄｅｓ(Hedw.)Card.アオハイゴ'ケ　510-1200 ‘ｍ; rU6); K-556.
£urhynchium hians (Hedw.) Lac.ツクシナギゴケモドキ　250－1100 m; r(3); K-621.
Ｅ.　ｓａｕａtieｒiSchimp. ex Besch. ヒメナギゴケ　440－1100 m； r(2), s(4), rl(l); K-170.
＆０たesiella arbuscula (Broth.) Robins.キブリナギゴケ　s(l), h(l); D-27199.
　　　　　　ENTODONTACEAE　ツヤゴケ科
Ｅｎtｏｄｏｎ　ｃａりｃｉｎｕｓCard. サクラジマツヤゴケ
E. challe昭eri (Par.) Card.　ヒロツヤゴ｀ケ
　　(2); K-127.
330―1200 m; m(l), tt(4); K―677.
　220 ― 630 m ; r(l), m(4). s(l). tt(l). rl
Eヽｃｏｎｃｈｏｐｆｉ＼llｕｓCard.オオミツヤゴケ　930 m; tt(l); D-26607.
£'.luridus (Griff.) Jaeg.スナチノサナダゴケ　660 m; r(l); K―526.
£ｒ必必undus (Mitt. ) Jaeg. & Sauerb.エダッヤゴケ　650 － 1300 m
　　tt(2), h(l), rl(l); K―418.
Ｅ.　ｓｃａｂｒｉｄｅｕｓLindb.カラフトツヤゴケ　1250－1300 m; r(l), tt(4); K―469.
? ?
r(5), s(l),
｣＆　sulliりantii (C. Muell.) Lindb. var.・rsicolor ‘(IﾖJesch.･) Miz.　アキタツヤゴケ
　　230－700 m; r(4), m(6); K―189.　　　　　　　　　　　　'
　　　　　　　PLAGIOTHECIACEAE　サナダゴケ科
Plaが０£んecium caviかHum (Brid.) Iwats.マルフサゴケ1000 ― 1200 m･; r(l), s(l):K―56
vａｒ･fallax (Card. & Ther. ) Iwats.ニッコウタケナガゴケ　300－400 m； h
　　(1); D―27699.
戸. eurypん.■vllum(Card. & Thfer. ) Iwats.ジョウロイチイゴケ　290 － 1300 m ；　r(4)
　　s(2), h(l), tt(l)
j）.几ｅｍｏｒａｌｅ(Mitt.)Jaeg.ミヤマサナダ｀ゴケ　900 － 1300 m ； r(5), s(3), h(2); S ―171
1ｓｏｐtｅｒｙｇｉｏｐｓiｓｍｕelleｒｉａｎａ(Schimp.) Iwats.エソヒラツボゴケ　1000－1200 m； r(2);
　　D-27962.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜●
Ｈｅｒｚｏｅｉｅｌｌａｐｅｒｒobｕｓtａ(Broth, ex Card. ) Iwats.ミチノクイチイゴ｀ケ　530 － 900 m ；
　　h(l), rl(l); D―28244.　　　　　　　　　　　　　　　，
Ｖｅｓicｕkiｒia　μａｃｃｉｄａ(Sull.& Lesq.) Iwats.ヨコスカイチイゴケ　430－700 m ；
　　r(l), s(l), rl(l): K―169.
Ｔａｘipfi＼･lliｕｕｃｕｓpidi/oliｕｍ(Card.) Iwats.トガリバイチイゴケ　470 m； tt(l); K ―200
T，tａｘiｒａｍｅｕｍ(Mitt.)Fl.キャラハゴケ　300－400 m; r(2); D―27702.
1ｓｏｐtｅりgiｕｍｄｅｎｓｕｍCard.ヒダハイチイゴ｀ケ　820 m; s(l); K―837.
I.　ｍａｅｈａｒａｅSak.　ヒゴイチイゴケ　220－900 m; r(l), s(l); D-27,662.
7 minu£irameum (C. Muell.) Jaeg.シロハイゴ'ケ　350 m; r(l); D―28104.
/･ρohliaecarpum (Sull. & Lesq.) Jaeg.アカイチイゴケ　･220 ― 1200 m ； r(3), s(4);
　　D-24496.
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　　　　　　SEMATOPHYLLACEAE　ハシボソゴ｀ケ科
Brotherellaか『iei (Card.) Broth.トガリゴケ　530-1320 m； r(3), h(l), tt(6), riaO);
　　S-146.
召.ｈｅｎｏｎｉｉ(Duby)Fl.カガ｀ミゴケ　530－1200 m; r(l), h(l), tt(l); D―26616.
Ｂ.　ｈｅｒｂａｃｅａSak. ｅχ Oti　ナヨナヨカガミゴケ　1000－1300 m; h(3); D―24464.
Ｂ.　ｎａｈａ几iｓhifeii(Broth.)Nog.コウヤハイゴケ　1100－1200 m; r(2); D-279ZT.
Ｒｙ岫滴amae (Broth.) Broth.ケカガミゴケ　300-1290 m; tt(2), rl(l); K―500.
*Sema£ophyllumρulchellum (Card.) Broth.セイナンナガハシゴケ(Seki　1968)
Ｓ.　ｓｕbhｕmile(C. Muell.) Fl. subsp・　ｊａｐｏｎｉｃｕｍ(Broth. ) Seki　ナガハシゴ｀ケ　630
　　m; tt(l); K-770.
　　　　　　HYPNACEAE　ノヽイゴケ科
ＧｌｏｓｓａｄｅｌｐｈｕｓｏｇａtａｅBroth. & Yas.　ツクシヒラツボゴケ930 m; r(l); D-26608.
Hondaella brachy£んeciella (Broth. & Par. ) Ando　コアオギヌゴ｀ケ　630 － 1300 m ；
　　r(l), tt(2); D―27219.
馬面isiella bro£heri (Besch.) Iwats. & Nog.キヌゴケ　470 － 500 m ；　tt(2);　Ｄ－
　　28230.
Ｐ. crista£a (Card.) Iwats. & Nog.　トサカキヌゴケ　1200 － 1280 m ； tt(l), rl(l); K-
　　439.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
Homomallium connexum (Card.) Broth.エソキヌタゴケ
Ｈ･ ｊａｐｏａｉｃｏ-ａｄ几ａtｕｍ(Broth.)Broth.ヤマトキヌタゴケ
　　802.
550-1200 m
330－700 m:
? ?
r(2); D ―27907.
r(l), tt(2); K-
＊召即num densirameum Ando　クチキハイゴケ　(Ando 1957)
亙．ぷｅ＆ａ Ren. & Card.タマキチリメンゴケ　900－1100 m; r(l): S-154.
H. erectiusculum Sull. & Lesq.　ピラフ｀イゴケ　1000 － 1300 m ； r(2), s(2), h(l); D ―
　　27891.
Ｈ･faｕｒｉｅｉCard.　コマノハイゴケ　900－1200 m; tt(l), rl(3); D―24581.
Ｈ･　fｕjiｖａｎｘａｅ(Broth.)Par.フジハイゴケ　630 － 1310 m ； r(l), 'h(2), tt(l); K-477.
Ｈ．ｔ伍ｄｂｅｒgiiMitt.エソハイゴケ　660-1200 m; r(l), s(l); D―27964.
Ｈ. oldfiamii(Mitt.) Jaeg. & Sauerb.ヒメハイゴ｀ケ　330－1200 m； r(l), s(l), m(l),
　　tt(2), rl(4); K-22.
Ｈ. plｕｍａｅｆｏｒmeWils.ハイゴ｀ケ　220－1300 m; r(ll),s(4), h(l), tt(3); K-74.
Ｈ. ｓahｕｒaii(Broth, ex Sak. ) Andoヽvar. venus£um Ando　ウスベニハイゴ｀ケ　1000 －
　　1200 m; s(l), r(l); D―24564.
H. subimponens Lesq. subsp. ｕlopfiｙllｕｍ(C. Muell.) Ando　ヤマハイゴケ　950－1300
　　m; r(4), h(l), rl(2); D-28246.
Ｈ，tｒiｓtｏ-ｕiｒｉｄｅ(Broth.)Par.イトハイゴ｀ケ　900 － 1300 m ；　r(3), tt(l), rl(4);　Ｋ－
　　346.
Ectropothecium obtusulum (Card.) Iwats.キノクニイチイゴケ　500－1200 m； r(2); D-
　　28235.
Ｃtｅｎｉｄｉｕmcapilli/ｏＵｕｍ(Mitt.) Broth.クシノハゴケ　220－1200 m； r(8), s(2), tt(2),
　　rl(l); K―927.
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C has£He (Mitt.) Lindb.コクシノハゴケ　1000―1200 m; s(l); D-24521.
　　　　　　　RHYTIDIACEAE　フサゴケ科
Ｒ勾£idiadelphus japonicus (Reim.) Kop.コフサゴケ　950－1200 m； r(5), s(l). h(l),
　　rl(2); k―432.
GollaniaΓ昭inosa (Mitt.) Broth.シワタッコゴケ　900－ 1300 m ； r(1), tt(l); D-27217.
　　　　　　　HYLOCOMIACEAE　ヒョクゴケ科
Hylocomium bre・ｒｏs£re (Brid.) B.S.G. var. cavifoliｕｍ(Lac｡) Nog.フトリュウビゴケ
220－1300 m; r(6), s(5), h(5), rl(l〉; K―75.
H. splendens (Hedw.) B. S.G.イワダレゴケ　1000-1200 m; r(2), h(l); K-720｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hep^ticae　苔　　類
　　　　　　　HAPLOMITRIACEAE　コマチゴケ科
Haplomi£Hum mnioides (Lindb.) Schust.コマチゴケ　300－330 m; s(4); H-38760.
　　　　　　　HERBERTACEAE　キリシマゴ｀ケ科
Ｈｅｒbeｒtｕｓｓafeｕｒaii(Warnst.) Hatt.サクライキリシマゴケ　930 － 1380 m ； ra6), tt(l);
　　Ｙ－646.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼，　　－
　　　　　　　BLEPHAROSTOMATACEAE　マッバウ'ロコゴケ科
Blepharos£oma minus Horik.チャボマッバウロコゴケ　220―1370 m； r(29), s(7), h(6),
　　tt(4), rl(5); Y―943.
B. trieん叩hyllum (L.) Dum.マツバウロコゴケ　1150¬1360 m; r(5), tt(l); Y―879.
　　　　　　　TRICHOCOLEACEAE　ムクムクゴ゛ケ科
Trichocolea tomentella (Ehrh.) Dum.ムクムクゴケ　530-!300 m； r(19), s(5). tt(l):
　　Y―374.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬
Neoひ必んocolea bissetii (Mitt.) Hatt.サワラゴケ　1150-1210 m； r(2), tt(l); H-23923.
Trichocoleopsis saccula£a (Mitt.) Okam.イヌム,クムクゴ｀ケ　680- 1320 m ； r(14), tt(l),
　　rl(9); Y-606.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥
　　　　　　　LEPIDOZIACEAE　ムチゴ｀ケ科　　　　　　　　　　　　･，
ＫｕｒｚiQ　ｍａｈｉｎｏｏ几;a(Steph.) Grolle　コスギバゴケ　570 － 1360･ ｍ ； r(ll), s(l), h(6)。tt
　　(3);Ｙ－1111.
乙切idozia vi£rea Steph.　スギバゴケ　540-1210 m; r(15), s(3), h(7), rl(l); Y-535.
Bazzania biden£ula (Steph.) Nichols.フタバムチゴケ　1220 ― 1370 m; r(5), rl(2); Y ―
　　923.
B. denuda£a (Torrey) Trev.　　タマゴバムチゴゲ600-1370 m; r(25), h(6), ttttO:》,rl(l);
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RY-664. 。
R japonica (Lac.) Lindb.ヤマトムチゴケ　920-1230 m； r(3), h(l), tt(l), rl(l); Y ―
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召.μarsonii Steph.ヤマムチゴケ　1190-1370 m; r(ll),h(l); Y-705.
Ｂ.　ｐｏｍｐｅａｎａ(Lac.)Mitt.ムチゴケ　370－1200 m; rtto:》,h(5); Y―423.
Ｂ.　tｒｉｄｅｎｓ(Reinw.et al.) Trev.コムチゴケ　230 － 1360 m ； ｒttO), s(2), h(12), tt(8),
　　rl(ll); Y―560.
Ｂ，ｙｏｓK乱ａｇａ几<.a(Steph.) Hatt. aシナガムチゴケ　900－1310 m； r(3), h(6), tt(l); H-
　　38474.
　　　　　　CALYPOGEIACEAE　ツキヌキゴケ科
Ｃｏｌｙｐｏｇｅｉｘi　ａｒｇｕｔａMont. ＆ Nees　チャボホラゴケモドキ　230 － 900 m ； r(2) , s (12),
　　h(2);Ｙ－389.
Ｃ. ・£egris£φula Steph. ミヤマホラゴケモドキ　1130－1270 m； r(l). s(3), haO); Y-916.
C. tosana (Steph.) Steph.トサホラゴケモドキ　220－1270 m； r(26), s(24), h(20), tt(3),
　　rl(20); Y-398.
Ｃ£richomanis (L.) Corda　ホラゴケモドキ　630－830 m; rl(3); H-39911.
Ｍｅ£acalyρ昭eia cordφolia (Steph.) Inoue　　ヒロハホラゴケモドキ　550― 1390 m ； r㈲，
　　s(5), h(3), rl(3); Y―883.
　　　　　　LOPHOZIACEAE　イチョウウロコゴ'ケ科
Chandonanthus birmensis Steph.アイバゴケ　1250―1390 m; r(3); H―39281.
Ｃ･ filifoｒmiｓSteph.　フサアイノ゛ゴケ　1200－1300 m; r(5); H―38534.
Ｃ hir£ellus (F. Web.) Mitt.トゲアイバゴケ　1250-1270 m； r(5), rl(4); H ―38462.
Ｌｏｐｈｏｚia　ｃｏｎｘｕtａ(Steph.)Hatt.オヤコゴケ　890－1270 m; r(5), rl(4); H―38462.
£.ｇａ££ａｌａ£a(Lindb. & Arn.) Evans　　フォウリイイチョウゴケ　1250-1360 m； r(2),
　　rl(l); Y-1124.
L. in£iｓａ(Schrad.) Dum.キザミイチョウウロコゴ｀ケ　1000 － 1200 m ; ｒ゛(1), rl:6)；Ｈ－
　　23932.
Anas£rophyllum michauxii (F. Web.) Evans　アミバゴケ　1200 － 1300 m ； r(2); Y-671.
Jamesoniella autumnalis (DC.) Steph.アキウロコゴケ　530-1250 m； r(8), s(3), h(6),
　　･tt(6), rl(12);Y―19.
　　　　　　JUNGERMANNIACEAE　ツボミゴケ科
７Ｖａ?iaassamica (Mitt.) Amak.アカウロコゴ｀ケ　380-1340 m; s(12);Ｙ－1101.
＊Ｎ.　ｅｎｘａｒｇｉｎａtａHara　(Hara 1957)
N. subclava£a (Steph.) Amak.オリイブッボミゴケ　1130 m; s(5); Y-1177.
ＪｕＴｉｇｅｒｍｏｎａｉａ　ｃｏｍａtａNees　ホウキゴケ　330 m; s(l); Y―155.
Ｊ. ｅｘｓｅｒtifoliaSteph.　ヒロハッボミゴケ　300-930 m; r(l), s(l); H―40034.
J. horikaωana (Amak.) Amak.ホリカワツボミゴ｀ケ　300－500 m； r(2), s(4); H-11989.
Ｊ. infｕｓｃａ(Mitt.) Steph.オオホウキゴケ　220－900 m； r(6), s(9), h(l); Y―165.
Ｊ.ｏtｉａｎａ(Hatt.) Amak.オチツボミゴケ　220 m, r(l); Y―95.
Ｊ･ｐｙiμｏｒa Steph.　ナ.シガタソロイゴケ　1200－1310 m; r(4), s(l); Y―1138.
Ｊ.ｒｏｓｕｌａｎｓ(Steph.)Steph.ツボミゴケ　680－1280 m; r(ll); Y―935.
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*J. T･岫Γφｕｃ£ａ£a(Hatt.) Amak.アカツボミゴケ(Hara 1959).
J. subula£ａ Evans　ツツソロイゴケ　640－1310 m; r(6), h(l),!･1《12》;Y-723.
Ｊ.反覆α£a (Mitt.) Steph.キブリツボミゴケ　660-1310 m; r(2), s(l); Y―737.
Mylia£りlorii (Hook.) S. Gray　カタウロコゴケ　930―1360 m; r(20),h(l), tt(l); Y―48.
Ｍ.じerrucosa Lindb.イボカタウロコゴケ　890-1360 m; r(8), h(5), tt(4), rl(l); Y ―562.
　　　　　　　　　MARSUPELLACEAE　ミソゴケ科
ＭαΓsupella emargina£a (Ehrh.) Dum.タカネミソゴ:ケ　930-1130 m;l r(6), s(2); Y-1155.
　　　　　　　　　●･　●　　　　　　　　・　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　IM･ ｐｓｅｕｄｏｆｕΓｘｃｆｅｉｉHatt. ホソミソゴケ　920―1220 m; r(8), h(l); H―40068.
　　　　　　　SCAPANIACEAE　ヒシャクゴ｀ケ科
Ｄｉｐｌｏｐｈｙllｕｍ　albica几s(L.) Dum.　シロコオイゴケ　920－ 1210 m ； r(14), s(l), h(l); Y^
　　･591.
£).andreωsii Evans　マルバコオイゴ'ケモドキ　1030 m; r(l), s(3); Y―1107.
£). serrula£urn. (K. Muell. ) Steph. /コギリコオイ･ゴゲ　230－1000 m ； r(8), s(8),
　　h(2);Ｙ－162.
£).£axifolium XVJahlenh.) Dum.ホソバコオイゴ｀ケ　1140-1390 m; r(24),s(l), h(l); Y-
　　878.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　･.
ＳｃａｐａａｉａａｍｐｌｉａtaSteph.オオヒシャクゴ｀ケ　1210－1360 m; r(31):H-38527.
Ｓ.ｂｏｌａａｄｅｒiAust.キヒシャクゴケ　1150-1250 m; r(3), h(l), tt(l), rl(l); H-40053.
Ｓ.ｃぷａ£ａLac. ウニバヒシャクゴケ　890－930 m; r(3), h(l), tt(l); H-40056.
Ｓ.　ｏｒnitｈｏｐｏｄｉｏｉｄｅｓ(With.)Waddel　ムカシヒシ･ヤクゴケ　1150－1170 m; r(4); H ―23970.
Ｓ.ｐａｒｕitｅｘtaSteph.コアミメヒシャクゴケ　370―1150 m; r(2); H―39101.
＆ｓ£ephanii K. Muell.チャボヒシャクゴ｀ケ　230－1310 m， r(5); Y―436.
S･ undulata (L.) Dum.ムラサキヒシャクゴケ　U80－1310 m; r(5); H―39132.
　　　　　　　LOPHOCOLEACEAE　ウロコゴ･ケ科
ＬｏｐｆｉｏｃｏｌｅａｃｏｍｐａｃtａMitti　エソトサカゴケ　1100－1190 m; rl(3); Y―1182.
Ｌ.　ｃｉ↓ｓｐｉｄａtａ(Nees)Limpr.トガ｀リバトサカゴケ　1120 ― 1310 m； r(8), s(5), rl(l); Y-
　　939.
£.＆£erophylla (Schrad.) Dum.トサカゴ｀ケ　370―1395 m; r(2),･h(l), tt(l), rl(8); Y ―
　　311.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
£. horihaωａ麗z Hatt. ホリカワトサカゴケ　1100-1220 m; r(7); H―39114.
£. minor Nees　ヒメトサカゴケ　650－1360 m; r{5〉; h(l); tt(6); rl(8ビＹ－1101.
£. nakajimae Hatt. ＆ｌｎｏｕｅ　ナガジマトサカゴケ　600,ｍ; rl(6); Y―367.
(:Ifiiloｓｃｙph-iiｓｐｏｌｙａ几thoｓ(Ｌ.)Ｃｏrda　フジウロコゴ｀ケ　390 ― 1310 m； r(23), s(4), rl(2),;
　　Y-1135.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'
Ｈｅtｅｒｏｓｃｊｉｐｈｕｓａｒｇｕtｕｓ(Reinw. et al.) Schiffn.ウロココでケ　660－850 m； r(2); Y一
　　735.
亙.ｂｅｓｃｈｅｒellei(Steph.) Hatt.オオウロコゴケ　220 － 1210 m ； r(28), s(17), h(l), tt(l),
　　rl(4); Y-242.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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H，ｐｋｉｎｕｓ(Mitt.)Schiffn.　ツクシウロコゴ･ケ　1120 m; r(3), h(l), ttは), rl(6): Y-792.
Ｇ。calyx lands£φulusi StephJ Hatt.ヤマトソコマメゴケ　700－750 m； ｒ(8)；Ｈ－
　　17185.
　　　　　PLAGIOCHILACEAE　ノヽネゴケ科
良心%ophり･ｈｍ£runca£um (Steph.) Inoue　ハイハネゴケ
Xenochila in£昭Γifolia(Mitt. ) Inoue　コモチハネゴケ
　　Ｙ－778.
1370 m; r(l); Y-1160.
660－1180 m； r(9), s(l), rl(l);
？laがochila acanthophylla Gott. subsp・ｌａｐｏｍｃａ(Lac.) Inoue　コハネゴ｀ケ　220―1250 m
　　64, s(2), h(2), tt(2), rl(5); Y―312.
Ｐ，ＫａｆｅｈｏｄｅｎｓiｓSteph. ミヤマハネゴケ　680 m; rl(l); Y―776.
? ?
p. orbicularis (Hatt.) Hatt.ヒメマルバハネゴ゛ケ　1150-1310 m； r(9), h(l), tt(2); Y-
　　551.
p. 0田原砿a Mitt.　マルノ゛ハネゴケ　230－1310 m; r(61),s(7), h(3), tt(2); Y-505.
ｐ. ｓａtｏｉHatt. ヒメハネゴケ　1180－1370 m; ｒ{2しtt(2); Y―1180.
,ｐ.ｓｅｍｉｄｅｃｕｒｒｅ几'.s(Lehm. & Lindenb.) Lindenb.タカネハネゴケ　1190－1390 m； r(12);
　　H-39278.
戸.£rabecuktはSteph.
Ｐ、ｙｏｆｅｏｇｕｒｅ几ｓiｓSteph
キハネゴケ　1200 m; r(3); H―23975.
　ヨコグラハネゴケ　850－950 m; r(8);H-8912.
　　　　　　CEPHALOZIACEAE　ヤバネゴケ科
Ｃｅｐｈａｌｏｚｉａｃａtｅｎｕlatａ(Hueb.) Lindb.カタヤバネゴケ　600－1210 m； r(l), h(l), tt(3),
　　rl(4); Y―578.
CI回以i/ｏ瓦a (Dum.) Dum.マルバヤバネゴケ　780－1310 m； r(6), s(l), h(9), rl(l);
　　Ｙ－913.
Ｃ.ｏ£aruensis Steph.オタルヤバネゴケ　220－1360 m； ra6), s(4), h(6), tt(2), rl(21);
　　Y―150.
Ｎｏｕjelliacｕｒｕifolia(Dicks.) Mitt.フクロヤバネゴケ　590－1210 m； tt(2),出16)；Ｙ－
　　726.
Odontoschisma denuda£um (Nees) Dum.クチキゴケ　590－1200 m; h(6), tt(3); Y-461.
＆九江fneria /り心Una Steph.　シフネルゴケ　660－1200 m; h(6), tt(3); Y-461.
　　　　　　　CEPHALOZIELLACEAE　コヤバネゴ'ケ科
Cephaloziella byssacea (Roth) Warnst.オソレヤマヤバネゴケ　1360 m； r(l);・Ｙ－1110.
Ｃ microphylla (Steph.) Douin　コバノヤバネゴケ　700 m; s(l); Y-795.
Ｃ、ｓｐｉｎｉｃａｕliｓDouin　ウニバヤバネゴケ　270－630 m; r(3〉;Y-981.
　　　　　　　RADULACEAE　ケビ'ラゴ｀ケ科
Radula cavifolia Hampe　オオシダケビラゴ'ケ　900－1380 m; r(l), tt(l); H―39930･
Ｒ. ｃｏｎｓtｒictaSteph. クビレケビ.ラゴケ　220―1250 m; r(l), s(l), tt(l); Y―714.
Ｒ. ｊａｐｏｎｉｃａSteph.　ヤマトケビグゴケ　440 － 1190 m ； r(3), s(l), h(lしrl(l); Y ―491.
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R. koμina Steph. コウヤケビラゴケ　230-900 m; r(5), s(5), h(l); Y-407.
沢.ｏｙａｍｅａｓiｓSteph. ヒメケビラゴケ　260―1200 m; r(ll),tt(ll),rl(l); Y―575.
R- perro££ｅ£aSteph.オオケビラゴケ　220－1310 m; r(7), h(2), tt(l); H-39124.
　　　　　　PORELLACEAE　クラマゴ･ケモドキ科
Ｐｏｒｅｌｌａｃａｅｓpitａ几s(Steph.) Hatt. var.ｃｏｒdifolia(Steph.) Hatt.ヒメクラマゴケモドキ
　　730-1225 m; r(5); H-39325.　　　　　　　　　　　　ダ　　'
p. densが０陥(Steph.) Hatt. var.fallaｘ(Mass.) Hatt.シゲリクラマゴケモドキ　430－
　　700 m; rQ6), s(l); Y-956.
p. granぷZ必a Lindb.オオクラマゴケモドキ　450-790 m; r(8), rl(l); Y-186.
Ｐ･ｊａｐｏｎｉｃａ(Lac.)Mitt.ヤマトクラマゴケモドキ　400－900 m; r(15);Y―317.
j?，ｏ随)昭びｏ瓦ａHatt.　タカキクラマゴケモドキ　890－1120 m; r(8), tt(9); Y-480.
ＲμΓΓｏ££ｅ£iana(Mont.) Trev.　クラ７ゴケモドキ　490-880 m; r(3); H―27109.
Ｐ，ｓｕbobtｕｓａ(Steph.)Hatt.ナガバクラマゴケモドキ　230づ30 m; rUO); Y―218.
＊ｐ.　tｅｎｃｒａHara　ヤワラクラマゴケモドキ(Hara 1956)
ｐ.　ｕｅｍｉｃｏｓaLindb.ニスビキカヤゴケ　360 H-1140 m; r(12),tt(2); Y-259.
Macvicaria ul叩りlla (Steph.) Hatt.チヂミカヤゴケ　450-1250 m; r(2), tt(ll);Y-526｡
　　　　　　FRULLANIACEAE　ヤスデゴケ科
Frullania davurica Hampeアカヤスデゴケ　45←1310 m; r(19),tt(l); Y-228.
F. densiloba Evans　ホソヤスデゴケ　600-1340 m; r(l), tt(l); Y―1171.
Ｆ.　ｅｒｉｃｏｉｄｅｓ(Nees)Mont.ミドリヤスデゴケ　420―430 m; r(2): Y―172.
Ｅ hama£iloba Steph.カギヤスデゴケ　1100 m; tt(4); H―40042.
F. inflata Gott. ｖａｒ.　ｍａｖｅｂａｒａｅ(Hatt.)Yamada　マエバラヤスデゴケ　720 m； r(l);
　　Ｙ－1031.
F. mo£oyana Steph. チャボヤスデゴケ　1240―1392 m; r(8), tt(l); H―39210.
F. muscicola Steph.カラヤスデゴケ　220－1200 m; ｒ(8〉,tt(25),!･1(1);Y―115.
Ｆ.几ｅｐａｌｅｎｓiｓ(Sorener.)Lehm. & Lindenb.オニヤスデゴケ　1250 m; r(l); H ―39182.
Ｆ. ＯＳt↓ｍｉｅｎｓiｓ(Hatt.)Hatt.オオスミヤスデゴケ　600 m; tt(l); Y―372.
Ｆ.　ｓｃｈｅｕｓｉａｎａMass.オンタケヤスデゴケ　1310 m; i･(2); Y―649.
Ｆ.£゜marisci (L.) Dum. subsp. obscura (･Verd.) Hatt.シダレヤスデゴケ　590―1370 m;
　　r(8), tt(19),rl(2); Y―1154.
＊Ｆ.皿血lata Kamim. (Kamimura 1961)
Ｆ. ｕｓａｍｉｅ几SISteph. ウサミヤスデゴケ　790-1380 m; r(l), tt(26),rl(l); Y-519.
　　　　　　　LEJEUNEACEAE　クサリゴケ科
丿岫?ａ仙£chinsiae (Hook.) Dum. subsp. javanica (Steph.) Verd.　ジャバウルシゴケ
　　230―1250 m; r(32), s(2), tt(l); Y―500.
Ｊ. ｊａｐｏ几icaSteph.ヒメウルシゴケ　300―1140 m; r(23), s〈8〉,h(7しrl(l); Y―241.
Ｎｉｐｐｏｎｏｌｅｊｅｕｎｅａｐｉｌｉ/ｃｒａ(Steph｡) Hatt.ケシゲリゴケ　640 ―1390 m;. r(20), h(2), tt
　　(32), rl(l); Y―568.
Ｓｐｒｕｅｅａｎthｕｓｓｅｍｉｒｅｐａ几ｄｕｓ(Nees)Verd.ナミゴヘイゴケ　930 m; tt(l); Y―432.
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Trocんolejeunea sandvicensis (Gott.) Mizut.フルノコゴケ240－930
Acrolejeunea ”ｐａｓぶa(Steph.) Grolle & Gradst.　ヒメミノリゴケ
　　(2); Y―341.
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m； tt(12); Y-213.
　560－600 m ； tt
£０ρんolejeunea nigricans (Lindenb.) Schiffn.クロウ９コゴケ　730 m； r(l); Y-1033.
Cheilolejeunea imbrica£a (Nees) Hatt.シゲリゴケ　530－1170 m； r(3); tt(2); Y ―256.
(::.khasianaXMitt.) N. Kitag.オンタケクサリゴケ　1100 m; tt(2); H―40048.
Ｃ.砧山sifolia (Steph.) Hatt.チャボクサリゴケ　930－1390 m; r(7); H―39245.
Ｌｅｊｅｕ几ｅａａｑｕａtｉｃａHorik.　サワクサリゴケ　440－730 m; r(2); Y―211･
Ｌ ｃｏｍｐａｃtａ(Steph.) Steph.コミミゴケ　700-1270 m; r(5), tt(l); H―39888.
Ｌ ｄｉｓｃｒｅtａLindenb. カフハコミミゴケ　790－940 m; r(l), tt(3), rl(l); H-38427.
Ｌ･μａｖａ(Sw.) Nees　キコミミゴケ　900 m; tt(l); Y―388.
£u iaponica Mitt.　ヤマトコミミゴケ　220－1310 m； r(27), s(4), h(l), tt(l), rl(l); Y-
　　157.
沁ｅμ几ea kodamae Ikegami & Inoue　コダマクサリゴケ　1109 m， tt(3); H―40037.
Ｌ.　ｐａｒｕａ(Hatt.)Mizut.イトコミミゴケ　530－890 m; r(l), rl(l); Y-256.
£.ｕlicina(Tayl.) Gott. et al.コクサリゴケ　250－1360 m; r(l), tt(25);Y-383.
Drepanolejeunea a昭ａ雨かlia (Mitt.) Grolle　ヒメサンカクゴケ　600 － 1360 m ； r (4).,
　　tt(9); H―40066.
Ｄ.　ｅｒｃｃtａ(Steph.)Mizut.ヤマトサンカクゴケ　590 m; tt(l); Y-357.
Cololeieunea kodamae Kamim. トサノケクサ.リゴケ　630－730 m; r(3); Y―982.
Ｃ ＩＯ昭iかlia (Mitt.) Benedix　，ヒメクサリゴケ　890－1250 m; r(3): H-40028.
C. macounii (Underw.) Evans　イボヒメクサリゴケ　940 m； r(2), tt(l), rl(l); H-39249.
C. minu£issima (Sm.) Schiffn.マルバヒメクサリゴケ　250－400 m， tt(6〉;Y-113.
Ｃ.　ｓhihokiana(Horik.) Hatt.シコクヒメクサリゴケ　1210 m; tt(l); Y―569.
　　　　　　　BLASIACEAE　ウスバゼニゴ｀ケ科
Ｂｌａｓia　ｐｕｓillaL． ウスバゼニゴケ　300－660 m; r(5), s(4); H-11927.
Cavicularia densa Steph. シャクシゴケ　700－900 m; r(2); H-39615.
　　　　　　DILAENACEAE　ミズゼニゴケ科
対面inoa crispa£a (Steph.) Miyake　マキノゴケ　270－1210 m； r(7), s(13:〉,h(l), rl(2);
　　Ｙ－208.
PｅｌＵａｅｎｄｉｕiifolia(Dicks.) Dum.ホソバミズゼニゴケ　250 ―1120 m
　　39922.
Calycularia crispula Mitt. ミヤマミズゼニゴケ　1150 m; r(2); H―39096.
? ?
r{8). s(l); H
Pallaりi(･inia ｓ岫?ia£a (Aust.) Steph.クモノスゴケ　230－740 m； r(2), s(3), rl(l);
　　Y-332.
裁l££ｏｒ沁心加ｓ　erimonus (Steph.) Schust. & Inoue　エソヤハズゴケ　920 － 1250 m ；
　　r(5), s(l); Y-888.
　　　　　　　　ANEURAGEAE　スジゴ｀ケ科
Ｒｉｃｃａｒｄｉａ　iachiiSchiffn.　ナガサキテングサゴケ　660－1270 m; r(3), rl(l); Y―936.
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　　　　　　METZGERIACEAE　フタマゴ｀ケ科
Ｍｅtｚｇｅｒｉａｄｅｃｉｐｉｅｎｓ(Mass.) Schiffn.ヒメフタマタゴケ　1000 m； r(5), tt(l), rl(l); Y ―45.
Ｍ･ﾉ卯onica (Hatt.)･Kuwah.ヤマトフタマタゴケ　250―1310 m； r(9), s(l), h(3), tt(3);
　　Y-243.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丿.
M. lep£ｏ,lぞほｒaSpruce　カギフタマタゴケ　660－1310 m; raO), s(l); H-38516.
Ｍ，tｅｎｘｐｅｒａtａKuwah.コモチフタマタゴケ　250－1310 m; r(20:》,tt(8), rl(l); Y-413.
Ａｐｏｎｘｅtｚｇｅｒｉａｐｕbeｓｃｅｎｓ(Schrank) Kuwah.ケフタマタゴ｀ケ　1040 ― 1125 m； r(4); H-
　　39299｡
　　　　　　GRIMALDIACEAE　ジンガサゴ｀ケ科
Reboulia hemisphaerica (L.) Raddi　ジンガサゴケ　220 ― 560 m； r(2), s(4); Y―139.
　　　　　　CONOCEPHALACEAE　ジャゴケ科.
Conoc印加lum ｃｏ?。m (L.) Lindb.ジャゴケ　220－1150 m； r(24), s(25), rl(l); Y-736.
C. iaDonicum (Thunb.) Grolle　ヒメジャゴケ　250T700 m; r(3), s(l); H―11915.
Wiesnerella denuda£a (Mitt.) Steph.アズマゴケ　260 ― 900 m； r(2), s(4); H -40020.
　　　　　　MARCHANTIACEAE　ゼニゴケ科
Ｍａｒｃｈａｎtia　ｐａｌｅａｃｅａBert. var.ｄｉｐtｅｒａ(Mont.) Hatt.フタバネゼニゴケ　220-440 m･;
　　r<4), s(4); H-38727.
Ｍ.ρolymoΓρ加Ｌ．ゼニゴケ350 m; s(2); Y―1195.
に^umor£iera hirsu£a (Sw.) Nees　ケゼニゴケ220－900 m ; S皿 , r(6); Y―825.
　　　　　　RICCIACEAE　ウキゴケ科
Ricciocarpus ４ａ£ans(L.) Corda　イチョウウキゴケ　600 m; water(l); D―28221.
Riccia nφponica Hatt.カンハタケゴケ　220 m; s(2);･Y-1201.
Anthocerotae　ツノゴケ類
　　　　　　　ANTHOCEROTACEAE　ツノゴ’ケ科
ＰｈａｅｏｃｅｒｏｓｌａｅｕiｓCT. ■)Prosk. subsD. carolinianus CMichx.) Prosk,
　　　950 m; s(3); Y-10.
ワツノゴケ220－
Mｅｇａｃｅｒｏｓμａｓellaｒ･is(Mitt.) Steph.アナナシツノゴケ　800－ 1250 m ； r(2); H-39111.
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